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務の成果を取りまとめたものです。 

 本報告書に関する問合せは、原子力規制庁までお願いします。 



i 

まえがき 
 
本報告書は、原子力規制庁の平成29年度放射線対策委託費（国内規制に係る国際放射線防護委

員会刊行物の調査）事業の調査結果を取りまとめたものである。 
現在、我が国においては、放射性同位元素等の使用等に伴う放射線障害を防止するため、放射

性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律に基づいて規制が行われている。規制体系に

は、より確かな規制であるために常に見直しを続け、国際機関の勧告等の動向を踏まえて、必要

と判断される際には改正等の更新をしていくことが求められている。 

放射線防護に係る国際機関の中において、国際放射線防護委員会（以下、「ICRP」という。）は

専門家の立場から放射線防護に関する基本的な理念とそれに基づく具体的な基準等について発信

する役割を有しており、各国における規制基準に対して大きな影響力がある。また、原子力規制

委員会設置法に対する附帯決議においては、放射線の健康影響に関する国際基準について ICRP 
の知見を施策に活かすこととなっている。そのため ICRP の動向を随時、的確に把握し、その知

見を遅滞なく取り入れることは放射性同位元素等に係る規制を最新・最善のものにする上で不可

欠となってくる。 
本事業では、ICRP の刊行物を調査し、重要性の高いものについて翻訳版を作成する。さらに、

本事業に関する理解促進活動を行うことによって学術上の新知見や新しい概念について紹介し、

ICRP の知見が規制当局を含む関係者に広く共有され、確かな規制に資するものとする。 
 
 

平成30年3月 
公益財団法人 原子力安全研究協会 

  



ii 

目次 
 

1. 実施概要  ........................................................................................................................ 1 
 
2. 調査の結果 ....................................................................................................................... 4 

2.1 ICRP 刊行物翻訳委員会の設置及び開催等 ..................................................................... 4 
2.2 ICRP 刊行物の調査 .......................................................................................................... 5 
2.3 ICRP 刊行物の翻訳版の作成 ........................................................................................... 8 
2.4 本事業の理解促進活動 .................................................................................................... 10 

 

3. 添付資料  ...................................................................................................................... 13 
3.1 ICRP の刊行物の翻訳物................................................................................................. 13 

3.1.1 Publication 125 Radiological Protection in Security Screening（校閲版） ....... 13 
3.1.2 Publication 132 Radiological Protection from Cosmic Radiation in Aviation 

（校閲版） ............................................................................................................... 29 
3.1.3 Publication 130 Occupational Intakes of Radionuclides: Part 1 

（下訳版、一部翻訳版） .......................................................................................... 47 
3.1.4 Publication 131 Stem Cell Biology with Respect to Carcinogenesis  

Aspects of Radiological Protection（下訳版） ....................................................175 
3.1.5 Publication 121 Radiological Protection in Paediatric Diagnostic and 

Interventional Radiology（下訳版） ................................................................230 
3.2 委員会の議事録 .............................................................................................................258 

3.2.1 第 1 回 ICRP 刊行物翻訳委員会議事録 ................................................................258 
3.2.2 第 2 回 ICRP 刊行物翻訳委員会議事録 ................................................................262 
3.2.3 第 3 回 ICRP 刊行物翻訳委員会議事録 ................................................................267 

3.3 学会等において発表した内容 .......................................................................................274 
3.3.1 放射線安全管理学会 12 月シンポジウム（ポスター発表） .................................274 
3.3.2 ICRP-RERF-JHPS joint workshop （Coffee break presentation） ................277 
3.3.3 平成 29 年度医療放射線防護連絡協議会年次総会 

（高橋信次記念講演の一部抜粋） .........................................................................283 



1 

国内規制に係る国際放射線防護委員会刊行物の調査（平成29年度） 
 

1．実施概要 
 平成29年度は、以下の調査を実施し翻訳版の作成を進めた。 

 

1.1 ICRP 刊行物の調査及び翻訳版の作成 

ICRP の刊行物を調査し、そのうち放射線防護に係る国内の安全規制に関係が深く重要

性又は緊急性の高いものを翻訳対象として選定した。専門的及び法令的観点から適切な用

語と表現を吟味しつつ、翻訳作業を進行した。 

 

（１）翻訳版作成対象の選定 

ICRP の2007 年勧告（Pub.103）以降のICRP 刊行物において、公益社団法人日本アイソ

トープ協会における翻訳物が出版されていないもののなかから、後述するICRP 刊行物翻訳

委員会（以下、「委員会」という。）が下記5本の刊行物を翻訳すべき対象として選定した。

選定は、原子力規制庁の了承を得て行われた。 

 

・選定された翻訳版作成対象の刊行物 

①Publication 125  Radiological Protection in Security Screening 

②Publication 132  Radiological Protection from Cosmic Radiation in Aviation 

③Publication 130  Occupational Intakes of Radionuclides: Part 1 

④Publication 131  Stem Cell Biology with Respect to Carcinogenesis Aspects of 

Radiological Protection（付属書は翻訳対象外） 

⑤Publication 121  Radiological Protection in Paediatric Diagnostic and 

Interventional Radiology 

 

（２）翻訳作業及び質の担保 

翻訳作業においては、翻訳の質の担保のために、（３）で設置する委員会において各刊

行物のテーマにふさわしい翻訳者・校閲者・監修者を選定し、作業を依頼し進めた。翻訳

者、校閲者、監修者の選定にあたっては、原子力規制庁の了承を得て行われた。選定され

た各刊行物の翻訳者・校閲者は以下のとおりである。 

 

①Publication 125…翻訳者：米原英典氏（原子力安全研究協会） 

          校閲者：佐々木康人委員、佐々木道也委員 

②Publication 132…翻訳者：保田浩志氏（広島大学） 

          校閲者：鈴木元委員、川口勇生委員 

③Publication 130…翻訳者：吉澤委員ほか12名（原子力機構） 

④Publication 131…翻訳者：鈴木啓司氏（長崎大学） 
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 なお、翻訳原稿は、下図に示す「翻訳」「校閲」「監修」「最終確認」の段階を経て、

訳語と表現の吟味を行うこととしている。 

 

図1.1-1 標準的な翻訳作業イメージ 

 翻訳原稿は添付資料3.1に示すが、これらはあくまで平成30年3月時点でのドラフトであ

り、今後の委員校閲・監修・委員会での吟味によって、変更が予想されることに留意され

たい。 

 

（３）ICRP 刊行物翻訳委員会の設置及び開催等 

当事業を的確かつ円滑に推進することを目的として、放射線防護に関する知見を有する

学識経験者等で構成するICRP 刊行物翻訳委員会を設置した（委員構成は次ページ参照）。

委員会では、上記（１）～（２）に係る事項の企画及び運営、進捗等の総括的案件につい

て、専門的かつ客観的な立場からの意見を聴取した。契約期間中に下記3回の委員会を開催

し検討を行った。委員会の開催にあたっては事前に原子力規制庁の了承を得るとともに、

会合において原子力規制庁職員が意見を述べる機会を確保した。開催した委員会について

は、翻訳にあたり用語の選定に関わる検討過程の記録を含めて議事録を速やかに作成した。

それぞれの議事録については、添付資料3.2に示す。 

・委員会 

①第1回ICRP刊行物翻訳委員会（平成29年7月6日） 

②第2回ICRP刊行物翻訳委員会（平成29年12月3日） 

③第3回ICRP刊行物翻訳委員会（平成30年3月15日） 

 

1.2 本事業の理解促進活動 

当事業では、国民に対し本事業への理解促進を促すため下記（１）～（２）の活動を行

うこととなっている。本年度は、事業立ち上げの年度に行うべき理解促進活動について委

員会で議論を重ねた結果、（２）に重点を置いて実施した。参加に際しては原子力規制庁

に報告した。理解促進活動の実施内容については2.4項で述べ、添付資料3.3に示す。 

（１）ICRP 刊行物の翻訳物をICRPのホームページに公開 

（「最終版」の刊行物が完成する平成30年度より行う） 

（２）放射線防護に係る国内の学会やシンポジウムで発表 
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ICRP刊行物翻訳委員会 

委員構成 

 

平成30年3月現在（敬称略、順不同） 

 

 

委員長  丹羽 太貫 公益財団法人 放射線影響研究所 理事長 

 

副委員長 今村 惠子 元 聖マリアンナ医科大学 助教授 

 

委 員  川口 勇生 国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 

放射線医学総合研究所放射線防護情報統合センター 

主任研究員 

 

 〃   佐々木道也 一般財団法人 電力中央研究所原子力技術研究所 

放射線安全研究センター 上席研究員 

 

 〃   佐々木康人 医療法人沖縄徳洲会 湘南鎌倉総合病院附属臨床研究センター 

放射線治療研究センター長 

 

 〃   鈴木  元 学校法人国際医療福祉大学 

国際医療福祉大学クリニック 院長 

 

 〃   吉澤 道夫 国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

           原子力科学研究部門 原子力科学研究所 

           放射線管理部長 
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2．調査の結果 
 
2.1 ICRP 刊行物翻訳委員会の設置及び開催等 

本事業を的確かつ円滑に推進することを目的として、放射線防護に関する知見を有する

学識経験者等で構成する ICRP 刊行物翻訳委員会を設置した。翻訳対象とすべき ICRP 刊行

物の選定、ならびに翻訳者・校閲者・監修者の選定など、本事業に係る企画及び運営、進

捗等の総括的案件について、専門的かつ客観的な立場からの意見を聴取した。契約期間中

に下記の 3 回、委員会を開催し検討を行った。ICRP 刊行物翻訳委員会の開催実績は、以下

のとおりである。 

 

①第1回ICRP刊行物翻訳委員会 

日時：平成29年7月6日（木） 13:30－15:30 

 場所：（公財）原子力安全研究協会 地下会議室 

 議事： 

 ・当委員会について 

 ・翻訳対象と翻訳者の選定 

 ・今年度の活動方針 
 ・その他 
 
②第2回ICRP刊行物翻訳委員会 

日時：平成29年12月3日（日） 10:00－12:00 

 場所：（公財）原子力安全研究協会 地下会議室 

 議事： 

 ・原著新刊情報と翻訳進捗状況の報告 

 ・校閲者の選定と翻訳関連の検討 

 ・当事業理解促進活動の実施について 
 ・その他 
 

③第3回ICRP刊行物翻訳委員会 
 日時：平成30年3月15日（木） 15:00－17:00 

 場所：（公財）原子力安全研究協会 地下会議室 

 議事： 

 ・原著新刊情報について 

 ・翻訳進捗状況の報告と翻訳関連の検討 

 ・当事業理解促進活動の実施について 
 ・その他 
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2.2 ICRP 刊行物の調査 

本調査では、以下の手順にてICRP刊行物の調査を行い、翻訳すべきICRP刊行物の選定と

新刊状況の把握を行った。 

 

（１）今年度翻訳版作成対象の選定 

本委託業務実施期間において、まず、ICRP の2007 年勧告（Pub.103）以降のICRP刊行

物において、公益社団法人日本アイソトープ協会における翻訳物が出版されていないもの

の調査を行った。そのうち、放射線防護に係る国内の安全規制に関係が深く重要性又は緊

急性の高いものを、第1回ICRP刊行物翻訳委員会において翻訳すべき対象として選定した。

選定にあたっては、まず表2.2-1のリストを用いて予備選定を行った。表中のコメントは、

その時点での翻訳者候補の推薦など委員からのコメントである。 

 

表2.2-1 翻訳版作成対象の予備検討で用いたリスト 

番号 タイトル 委員会 
コメント（翻訳

者候補など） 

106 
Radiation Dose to Patients from Radiopharmaceuticals 

- Addendum 3 to ICRP Publication 53 
C3  

107 Nuclear Decay Data for Dosimetric Calculations C2  

110 Adult Reference Computational Phantoms C2  

114 
Environmental Protection: Transfer Parameters for 

Reference Animals and Plants 
C5  

119 
Compendium of Dose Coefficients based on ICRP 

Publication 60 
C2  

121 
Radiological Protection in Paediatric Diagnostic and 

Interventional Radiology 
C3 

盛武 敬氏 

（丹羽委員長） 

123 
Assessment of Radiation Exposure of Astronauts in 

Space 
C4 

保田 浩志氏 

（佐々木康人

委員） 

124 
Protection of the Environment under Different 

Exposure Situations 
C5  

125 Radiological Protection in Security Screening C4 

米原 英典氏 

（佐々木康人

委員） 

126 Radiological Protection against Radon Exposure C4 

同テーマでWHO

のマニュアル

あり、翻訳済 

127 Radiological Protection in Ion Beam Radiotherapy C3  
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128 

Radiation Dose to Patients from Radiopharmaceuticals: 

A Compendium of Current Information Related to 

Frequently Used Substances 

C3  

129 
Radiological Protection in Cone Beam Computed 

Tomography (CBCT) 
C3  

130 Occupational Intakes of Radionuclides: Part 1 C2  

131 
Stem Cell Biology with Respect to Carcinogenesis 

Aspects of Radiological Protection 
C1 

酒井 一夫氏 

（佐々木康人

委員） 

132 
Radiological Protection from Cosmic Radiation in 

Aviation 
C4 

保田 浩志氏 

（佐々木康人

委員） 

133 

The ICRP Computational Framework for Internal Dose 

Assessment for Reference Adults: Specific Absorbed 

Fractions 

C2  

※網掛けの刊行物はデータ集 

 

上記の予備選定で上位の候補につき、第1回ICRP刊行物翻訳委員会において詳細に検討

し、以下の5本が翻訳すべき対象として選定された。 

 

①Publication 125 Radiological Protection in Security Screening 

選定理由等：保安上の理由から行うセキュリティ・スクリーニングは社会の関心に直結

し、放射線規制の実務に関わりが深い。 

②Publication 132 Radiological Protection from Cosmic Radiation in Aviation 

 選定理由等：航空機搭乗時の被ばくの規制について日本はすでにガイドラインがあるが、

その的確な運用には背景となる知識と考え方の理解が必要とされる。 

③Publication 130 Occupational Intakes of Radionuclides: Part 1 

 選定理由等：職業被ばくに関するICRP 刊行物の歴史的改訂。データ集であるため、Part2 

以降は数値データを含む割合によって翻訳の必要性を検討するが、Part 1 はこの分野

の基本概念を丁寧に記述しており、規制には必須の翻訳であろう。過去にこのテーマの

ICRP 刊行物は、ほぼ原研（現 原子力機構）が翻訳してきた。 

④Publication 131 Stem Cell Biology with Respect to Carcinogenesis Aspects of 

Radiological Protection 

 選定理由等：規制数値の表層的な運用を避けるには、放射線影響の生じるメカニズムの

理解も必要であり、その意味で「幹細胞」の知見は欠かせない。ただし、当事業の対象

読者を考慮して、翻訳範囲は冒頭から本文（3 章まで）に留める。膨大な付属書につい

ては、内容が高度に専門的であるため研究者向けと判断し、翻訳の対象外とする。 
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⑤Publication 121 Radiological Protection in Paediatric Diagnostic and 

Interventional Radiology 

選定理由等：アイソトープ協会が手がけた翻訳で、唯一仕上がっていない。小児の医療

被ばくに係わる重要なテーマで社会的にも関心は高いと予想される。下訳はアイソトー

プ協会からの提供が見込まれ、仕上げ翻訳の段階から続けていける。 

 

（２）ICRP刊行物の年度内刊行状況をめぐる調査 

本年度の翻訳対象は、第 1 回 ICRP 刊行物翻訳委員会（平成 29 年 7 月 6 日）にて選定さ

れたが、それ以降も刊行状況のモニターを続け、新規刊行物については概要と関連情報の

調査を行った。これらの刊行物（Fukushima Proceedings を除く）については、次年度以

降に翻訳版作成対象としての適否の検討を行う。 

  

表2.2-2 平成29年7月6日以降に刊行されたICRPの新刊（平成30年3月15日時点） 

番号 タイトル 備考（タイトル仮訳など） 

134 
Occupational Intakes of 

Radionuclides: Part 2 

（仮）作業者による放射性核種の摂取 

Part 2。 Publ.130に続く、職業被ばく

の線量限度に関するPubl.30シリーズの

歴史的改訂Part 2。核種別のデータ集1 

収載元素  ⇒  水素 (H), 炭素 (C), リン

(P),  硫 黄 (S), カ ル シ ウ ム (Ca), 鉄

(Fe), コバルト(Co), 亜鉛(Zn), ストロ

ンチウム (Sr), イットリウム (Y), ジル

コニウム(Zr), ニオブ(Nb), モリブデン

(Mo), and テクネチウム(Tc). 

135 
Diagnostic Reference Levels in 

Medical Imaging 

（仮）医療イメージングにおける診断参

考レベル 

Fukushima 

Proceedings 

Proceedings of the 

International Workshop on the 

Fukushima Dialogue Initiative 

福島第一原発事故のあと全12回行われ

たICRP福島ダイアログの総まとめの意

味を持つ国際ワークショップの記録。 

136 

Dose Coefficients for Non-human 

Biota Environmentally Exposed 

to Radiation 

（仮）放射線被ばく環境におけるヒト以

外の生物相に対する換算係数 

137 
Occupational Intakes of 

Radionuclides:Part 3 

（仮）作業者による放射性核種の摂取 

Part 2。核種別のデータ集2 

収載元素 ⇒ ルテニウム(Ru), アンチモ

ン  (Sb), テルル (Te), ヨウ素  (I), セ

シウム(Cs), バリウム(Ba), イリジウム
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(Ir), 鉛(Pb), ビスマス(Bi), ポロニウ

ム(Po), ラドン(Rn), ラジウム(Ra), ト

リウム (Th), and ウラン(U). 

138 

Ethical Foundations of the 

System of Radiological 

Protection 

（仮）放射線防護体系の倫理的基盤 

 

2.3 ICRP 刊行物の翻訳版の作成 

（１）翻訳及び校閲・監修担当者選定と進捗 

前項で翻訳対象として選定したICRP刊行物に対して、翻訳の質を担保するために、翻訳

委員会において各刊行物の扱う学術的内容にふさわしい、翻訳者・校閲者・監修者を選定

し、翻訳と訳文検討の作業を依頼した。この選定は、原子力規制庁の了承を得て行われた。

選定された各刊行物の翻訳者・校閲者は以下のとおりである。翻訳者諸氏は、それぞれ、

そこで扱う内容の国際的な議論に加わっている、原著の執筆者チームの一員である、長年

その分野の管理実務を管轄しているなどの根拠を以て選定された方々である。（公社）ア

イソトープ協会から提供されたPubl.121の翻訳者は現在検討中である。 

  

①Publication 125 Radiological Protection in Security Screening       【校閲版】 

翻訳者：米原英典氏（原子力安全研究協会） 

校閲者：佐々木道也委員・佐々木康人委員 

②Publication 132 Radiological Protection from Cosmic Radiation in Aviation 

【校閲版】 

 翻訳者：保田浩志氏（広島大学） 

校閲者：川口勇生委員・鈴木元委員 

③Publication 130 Occupational Intakes of Radionuclides: Part 1 

【下訳版。一部、翻訳版】 

 翻訳者：吉澤委員ほか12名（原子力機構） 

④Publication 131 Stem Cell Biology with Respect to Carcinogenesis Aspects of 

Radiological Protection                       【下訳版】 

 翻訳者：鈴木啓司氏（長崎大学） 

 

⑤Publication 121 Radiological Protection in Paediatric Diagnostic and 

Interventional Radiology                      【下訳版】 

 

 

 上記翻訳は、タイトルの後ろに示した翻訳段階まで進行した（翻訳段階については、本

報告書 p.2 の図を参照）。今後、各進行状況に応じて、「翻訳版」⇒「校閲版」⇒「監修
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版」⇒「最終確認版」と完成に向けて段階を追った訳文吟味が行われる予定である。 

 したがって、添付資料のICRP刊行物の翻訳原稿は、あくまで平成30年3月末時点のドラフ

トであり、今後の監修および委員会における吟味によって表現の変更が予想される。最終

版との混乱を防ぐため、ドラフトからの引用は極力控えることが望ましい。 

必要により、やむを得ず引用しなければならない場合は、必ず翻訳の進行段階と時点を

付記すること。 例：<校閲版>（平成 30 年 3 月末現在） 

 

（２）訳語をめぐる検討 

ICRP 刊行物翻訳委員会における Publ.125 と 132 の訳語検討状況を下表にまとめる。表

中の訳語には、参考のため ICRP 訳語集の訳語も併記する。これらの訳語は、今後検討が

進むにつれ、変更もあり得ることに注意されたい。 
 

表2.3-1 Publication 125（校閲版）訳語の検討 （平成30年3月末時点） 

用語 訳語 備考 

consensus standards 合意された規格、合意の基準 一般の方にも理解が容易 

context 関連情況、状況 文意で訳し分け 

conveyance 
輸送に使う乗り物、輸送手

段、輸送機関 
一般の方にも理解が容易 

criteria 判断基準、（判断）規準 文意で訳し分け 

operate 運用する、操作する 文意で訳し分け 

scanning スキャニング  

security screening セキュリティ検査、保安検査 

規制庁ではsecurityをｾｷｭﾘﾃ

ｨｰとしているが、Publ.125

の想定読者である交通関係

者には、保安検査が望ましい 

※Publ.125（校閲版）においては下線部の訳語を採用 

 

表2.3-2 Publication 132（校閲版）訳語の検討 （平成30年3月末時点） 

用語 訳語 備考 

aviation 飛行、航空飛行 

宇宙線の強さを考慮し、高度

の区別に意味があるのは「宇

宙飛行」か「大気圏内飛行」

であるため 

bombarded 曝されている 文意から 

consensus standard 合意された規格、合意の規準 文意で訳し分け 

disseminate 発信する  

dissemination 発信 information dissemination
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は「情報発信」 

frequent flyers 高頻度旅客 
オケージョナルフライヤー

はあまり使われていないた

め 

frequent flyer programme 
フリークエントフライヤー 

プログラム 

occasional flyer 低頻度旅客 

graded approach 等級別アプローチ IAEAのBSSでの定訳を尊重 

light skin 色白の肌 
褐色と訳すdark skinの逆の

表現 

likelihood 可能性、確度 

統計学的な用語ではなく、一

般的な意味の文脈であるた

め 

of the order オーダー、範囲、程度  

potential epidemiological 
studies 

将来の疫学的調査 文意から 

provision 対策、規定、準備、提供 
「規定」では表現として強す

ぎるため、文意から 

rate of disease 疾病率 
incidenceとmortalityの両方

を含有する意味のため 

※Publ.132（校閲版）においては下線部の訳語を採用  

 

 

2.4 本事業の理解促進活動 

当事業では、国民に対し本事業への理解促進を促すため下記（１）～（２）の活動を行

うこととなっている。本年度は、事業立ち上げの年度に行うべき理解促進活動について委

員会で議論を重ねた結果、（２）に重点を置いて行った。参加に際しては原子力規制庁に

報告した。 

（１）ICRP 刊行物の翻訳物をICRPのホームページに公開 

（「最終版」の刊行物が完成する平成30年度より行う） 

 

（２）放射線防護に係る国内の学会やシンポジウムで発表 

下記放射線防護に係る国内の学会やシンポジウムに参加し、本事業について発表した。

ICRP刊行物の翻訳が規制庁の事業となったこと、事業の目的と翻訳モデル、翻訳に着手し

た刊行物の概要紹介など、本事業とつながりの深い教育／実務分野の方々に具体的に伝達

し、対話に努めた。本事業への期待の声が多く聞かれた。 

以下の5つの場において発表を行い、会場での声について原子力規制庁に報告した。 
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①放射線安全管理学会12月シンポジウム 

日時：平成29年11月30日10：00～12月1日15：50 

場所：東京大学農学部弥生講堂一条ホール 

手法：ポスター発表（事務局） 

  
写真1 ポスター発表の様子 

 

②ICRP-RERF-JHPS joint workshop 

日時：平成29年12 月2 日13：30～17：00 

場所：東京大学 工学部 2 号館221 講義室 

手法：Coffee break presentation（丹羽委員長） 

 

 

写真2 Coffee break presentationの様子 

 

③平成29年度医療放射線防護連絡協議会年次総会 

日時：平成29年12月15日 10:00 ～ 16:30 

場所：島津ビル イベントホール 

手法：高橋信次記念講演「ICRP防護体系の変遷」のなかで紹介（佐々木康人委員） 
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写真3 高橋信次記念講演の様子 

 

④ICRP調査・研究連絡会 

日時：平成29年12月27日 14:00 ～ 16:20 

場所：御茶ノ水・東京ガーデンパレスホテル 

手法：講演「放射線防護の考え方の変遷」のなかで紹介（甲斐倫明氏）※ 

※発表資料が公開されていないため本報告書には含んでいない。 

 

⑤放射線防護に関する国際動向報告会 

日時：平成30年1月23日 13:00 ～ 17:00 

場所：東京国立近代美術館 講堂 

手法：講演「ICRPに関する最新の動向」のなかで紹介（甲斐倫明氏）※ 

※発表資料が公開されていないため本報告書には含んでいない。 

 

 

写真4 講演の様子 
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ICRP Publication 130（下訳版、一部翻訳版：平成 30 年 3 月） 翻訳者作業用（前半）

後半との調整があるため未定

1 吸入摂取または経口摂取による，定量化された摂取量

2 臓器または組織の平均吸収線量，DT,R 
3 臓器または組織中の等価線量，HT 
4 実効線量，E 
5 体内動態モデルおよび線量計測モデル

6 放射線加重係数，wR 
7 組織加重係数，wT 

図 1.1. 放射性核種の摂取の場合の吸収線量及び防護量－等価線量と実効線量－の計算 
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 ICRP Publication 130（下訳版、一部翻訳版：平成 30 年 3 月） 翻訳者作業用（前半） 
後半との調整があるため未定

 
 
1 外的除去 
2 吸息 
3 呼息 
4 経口摂取 
5 皮膚 
6 リンパ節 
7 呼吸気道 
8 創傷 
9 汗 
10 皮下組織 
11 直接吸収 
12 血液 
13 肝臓 
14 消化管 
15 皮膚 
16 他の臓器 
17 腎臓 
18 膀胱 
19 尿 
20 糞 
 
図 3.1. 体内における放射性核種の摂取，移行および排泄の主要経路の概要 
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1 後部鼻道 
2 
咽頭 
鼻部 
口腔部 
3 喉頭 
4 気管 
5 主気管支 
6 気管支 
7 細気管支 
8 胸郭外領域 
9 
胸郭内領域 
気管支領域 
10 細気管支領域 
11 肺胞－間質領域 
12 細気管支 
13 末端細気管支 
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後半との調整があるため未定

14 呼吸細気管支 
15 肺胞管＋肺胞 
 
図 3.2. ヒト呼吸気道モデルにおいて定義される呼吸気道領域。咽頭の口腔部はもはや ET2の部

分ではないことに注意せよ。 
 
ET1：前部鼻道を含む胸郭外領域；ET2：後部鼻道，咽頭および喉頭を含む胸郭外領域；BB：気

管支領域；bb：細気管支領域；AI：肺胞－間質領域。ICRP（1994a）から引用。 
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1 環境 
2 リンパ節 
3 ET1を除く呼吸気道 
4 消化管 
5 血液 
 
図 3.3. 呼吸気道からのクリアランス経路。ET1は前部鼻道。ICRP（2002b）から改変。 
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1 前部鼻道 
2 後部鼻道，咽頭，喉頭 
3 胸郭外領域 
4 環境 
5 食道 
6 気管支領域 
7 細気管支領域 
8 肺胞－間質領域 
9 胸郭内領域 
 
図 3.4. 修正ヒト呼吸気道モデルにおける，それぞれの呼吸気道領域からの時間依存粒子輸送を

表すコンパートメントモデル 
 
矢印の横に示されている速度は，d-1を単位とする標準値である。後部鼻道，咽頭および喉頭（ET2），

気管支（BB）ならびに細気管支（bb）に沈着した物質の 0.2％は気道壁において保持される（そ

れぞれ ETseq，BBseqおよび bbseq）と仮定される。 
ET1：前部鼻道（細分されない領域 ET1）に沈着した物質の残留；ETseq：鼻道に沈着した粒子の

微小割合の，気道組織における長期残留（半減期 約 700 日）；LNET：ET 領域を排出するリン

パ管およびリンパ節；LNTH：TH 領域を排出するリンパ管およびリンパ節；ET’2：ETseq に保持

される微小割合（0.002 とみなされる）を除いた，後部鼻道，咽頭および喉頭（ET2 領域）に沈
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着した物質の短期残留（半減期約 10 分）；BB’：ET’2への粒子輸送を伴う，BB における粒子の

残留（半減期約 100 分）；bb’：BB’への粒子輸送を伴う，bb における粒子の残留（半減期約 3.5 日）；

BBseq：気管支領域に沈着した粒子の微小割合の，気道壁における長期残留（半減期約 700 日）；

bbseq：細気管支領域に沈着した粒子の微小割合の，気道壁における長期残留（半減期約 700 日）；

ALV：肺胞に沈着した粒子の残留（半減期約 250 日）。沈着物の一部（0.67）は粒子輸送によっ

て繊毛気道（bb’）へと除去されるが，残りは間質（INT）へと浸透する；INT：肺胞に沈着した，

間質へと浸透する粒子の超長期残留（半減期約 60 年）。すなわち，これらの粒子はリンパ節へと

ゆっくり除去される。 
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1 沈着 
2 速い溶解 
3 沈着 
4 遅い溶解 
5 結合した物質 
6 血液 
7 沈着 
8 初期状態の粒子 
9 変移状態の粒子 
10 結合した物質 
11 血液 
 
図 3.5. 血液中への時間依存吸収を表現する選択的コンパートメントモデル（溶解および取り込

み） 
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図 3.5(a)に示されているモデルでは，沈着物の割合 frが最初に，「速い溶解」と名づけられたコン

パートメントに割り当てられ，残りの沈着物（1－fr）が最初に，「遅い溶解」と名づけられたコ

ンパートメントに割り当てられる。図 3.5(b)に示されているモデルでは，すべての沈着物が最初

に，「初期状態の粒子」と名づけられたコンパートメントに割り当てられ，「変変移状態の粒子」

と名づけられたコンパートメントにおける物質は，「初期状態の粒子」と名づけられたコンパー

トメントにおける物質と同じ速度で粒子輸送の支配下にある。「結合した物質」と名づけられた

コンパートメントにおける物質は粒子輸送の支配を受けず，血液中への取り込みによってのみ除

去される。 
fr：速度 srで速やかに溶解する沈着物の割合；（1－fr）：速度 ssでより遅く溶解する沈着物の割合；

fb：結合状態で保持され，そこから速度 sb で血液へと向かう溶解物質の割合；sr：速い溶解の速

度；ss：遅い溶解の速度；sb：結合状態から血液への移行速度；spt：コンパートメント「初期状

態の粒子」からコンパートメント「変移状態の粒子」への物質の移行速度；sp：コンパートメン

ト「初期状態の粒子」からの物質の溶解速度；st：コンパートメント「変移状態の粒子」からの

物質の溶解速度。 
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1 経口摂取

2 血液または分泌臓器（肝臓を含む）

3 口腔内容物

4 
食道

高速 低速

5 胃内容物

6 小腸内容物

7 右結腸内容物

8 左結腸内容物

9 直腸・S 字結腸内容物 
10 糞

11 歯

12 口腔粘膜

13 呼吸気道

14 胃壁

15 小腸壁

16 右結腸壁

17 左結腸壁

18 S 字結腸壁 
19 全身循環

20 肝臓

21 門脈

図 3.6. ヒト消化管モデル（HATM）の構造。破線の四角枠は，HATM とヒト呼吸気道モデルお

よび全身性体内動態モデルの間の関連を示すために含められた。ICRP（2006）から引用。 
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1 偶発的な注入 
2 断片 
3 捕捉された粒子および凝集物 
4 粒子状態，凝集状態および結合状態 
5 リンパ節 
6 コロイド状態および中間状態の物質 
7 可溶性の物質 
8 血液 
 
図 3.7. 創傷に対応する米国放射線防護測定審議会のモデル。NCRP（2008）から引用。 
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（以下は，もとの翻訳用ファイルには含まれていなかった図の訳文です。おそらく見落とされた

ためと思われるので追加しましたが，不要ならば削除してください） 
 
1 日あたりの排泄，Bq 
尿中 
糞中 
摂取後の時間，d 
 
図 3.8. 創傷中の 137Cs，「弱」カテゴリー；急性摂取後の予測値（Bq 摂取あたりの Bq） 
 
1 日あたりの排泄，Bq 
尿中 
糞中 
摂取後の時間，d 
 
図 3.9. 創傷中の 137Cs，「粒子」カテゴリー；急性摂取後の予測値（Bq 摂取あたりの Bq） 
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Table 1.1 Publ.103 の表２と用語の訳ソロエル（RI 手帳に同じ表あり） 

表 1.1. 国際放射線防護委員会の放射線加重係数 

1 
放射線のタイプ

光子

電子とミュー粒子

陽子と荷電パイ中間子

アルファ粒子，核分裂片，重イオン

中性子

2 放射線加重係数，wR 
3 Publication 103（ICRP，2007） 
4 Publication 60（ICRP，1991） 
5 修正された中性子エネルギーの連続関数

6 中性子エネルギーの階段関数および連続関数

7 *パイ中間子は考慮されていない。

1 

2 

3 4 

5 6 

7 
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Table 1.2 Publ.103 の表３にほぼ同じ。訳ソロエル 

表 1.2. Publication 103（ICRP，2007）の組織加重係数 

1 
組織

骨髄，乳房，結腸，肺，胃，残りの組織（性別ごとに 13*） 
生殖腺

膀胱，食道，肝臓，甲状腺

骨表面，脳，唾液腺，皮膚

2 *残りの組織：副腎，呼吸気道の胸郭外（ET）領域，胆嚢，心臓，腎臓，リンパ節，筋肉，口腔粘

膜，膵臓，前立腺（男性），小腸，脾臓，胸腺，子宮／頸部（女性）。

2 章は、表なし 

1 

2 
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Table 3.1-3.3  表注に数か所同じ文章が登場します。その部分は訳ソロエル。 
 

 
 
表 3.1. 標準作業者*における，空気力学的放射能中央径が 5 μm の吸入エアロゾルの領域別沈着（吸入

放射能の％） 
 
1 領域 
2 沈着（％）†,‡ 
3 合計 
4 
ET1，前部鼻道；ET2，後部鼻道，咽頭及び喉頭；BB，気管支領域；bb，細気管支領域；AI，肺胞－間

質領域。 
*標準作業者には，軽作業に従事する健康で非喫煙の鼻呼吸者である男性の沈着及びクリアランスパラ

メータが割り当てられた。軽作業は，次を根拠に定義される：2.5 h の着座，その間の吸入量は 0.54 m3 
h−1；及び 5.5 h の軽運動，その間の吸入量は 1.5 m3 h−1。いずれのレベルの活動の場合も，吸入空気は

すべて，鼻を通って入る。 
†計算の目的のために十分な精度で与えられる基準値。この精度は，それぞれのパラメータの平均値が既

知の確からしさを反映するために選ばれるであろうものよりも高くなることがある。 
‡これらの粒子は，密度が 3.00 g cm−3，形状係数が 1.5 であると仮定される。空気力学的粒子径は，幾

何標準偏差 σgがおよそ 2.50 の対数正規分布であると仮定される［σgの値は基準値ではなく，対応する

熱力学的放射能中央径から導き出される（ICRP，1994a）］。 

2 1 

3 

4 
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表 3.2. 修正ヒト呼吸気道モデルにおける，タイプ F，M 及び S の物質に対応する標準設定の吸収パラ

メータ値*,† 
 
1 
タイプ 
速やかに溶解する割合 
溶解速度： 
速い（d−1） 
遅い（d−1） 
2 
F（速い） 
M（中位の） 
S（遅い） 
3 
*計算の目的のために十分な精度で与えられる基準値。この精度は，それぞれのパラメータの平均値が

既知の確からしさを反映するために選ばれるであろうものよりも高くなることがある。 
†結合状態は，一部の元素の標準設定タイプについても用いられる。 
‡元素固有の速い溶解速度は，多くの元素のタイプ F 形態について採用される。 
§タイプ F に対応する元素固有値は，それが 3 d−1を下回るならばタイプ M 及び S についても用いられ

る。 
 
  

1 2 

3 
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表 3.3. 呼吸気道の標的領域 

1 
組織

領域

標的細胞

標的細胞の深さ*（μm） 
標的領域の質量*,†（kg） 
割り当てられた wTの割合 Ai*,‡ 
2 
基底細胞

基底細胞

分泌細胞（BBsec） 
基底細胞（BBbas） 
分泌細胞

3 
男性

女性

4 
ET，胸郭外領域；TH，胸郭領域；ET1，前鼻道；ET2，後鼻道，咽頭及び喉頭；BB，気管支領域；bb，
細気管支領域；AI，肺胞－間質領域。 
*計算の目的のために十分な精度で与えられる基準値。この精度は，それぞれのパラメータの平均値が

既知の確からしさを反映するために選ばれるであろうものよりも高くなることがある。BB，bb 及び AI
領域については，それぞれの Ai値は正確に 1/3 である。
†男性の値は，Publication 68（ICRP，1994b）の表 3 から引用された。ET 及び AI に関する女性の値

は，Publication 66（ICRP，1994a）の表 5から引用された。BBに関する女性の値は，ここではPublication 
66（ICRP，1994a）の表 2，4 及び B6 による情報を用いて計算された。BBsecおよび BBbasの質量は，

それぞれ分泌細胞及び基底細胞がその全体に分布する気管支上皮の質量であり，気道寸法の基準値に基

づいている。AI の質量には血液が含まれるが，リンパ節は含まれない。 
‡BB に対する線量（HBB）は，BBsec及び BBbasに対する線量の算術平均として計算される。 

1 

2 3 

4 
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§計算される領域に対する平均線量。 
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表 3.4. 標準作業者の総合的食事に対応する，通常用いられるヒト消化管モデルの初期設定の移行係数

（1 日あたり）*,† 

1 
移行元

口腔内容物

口腔内容物

食道，高速

食道，低速

胃内容物

小腸内容物

右結腸内容物

左結腸内容物

直腸・S 字結腸内容物 
2 
移行先

食道，高速

食道，低速

胃内容物

胃内容物

小腸内容物

右結腸内容物

左結腸内容物

直腸・S 字結腸内容物 
糞

3 移行係数‡（d-1） 
4 
*成人男性に対応する Publication 100（ICRP，2006）の移行速度が標準作業者に対応すると仮定され

ている。
†ここに示されていない他の移行係数は，関連する元素の項目に明示されていない限り，ゼロと仮定され

る。ほとんどの場合，消化管から血液中への取り込みは，小腸壁における残留を伴わずに小腸内容物か

1 2 3 

4 
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ら起こるとみなされる。対応する移行係数は＜数式＞であり，ここで λSI,RCは，小腸内容物から右結腸

内容物への移行係数である。
‡示されている値の精度は計算を目的とするためのものであり，それらの中心値がわかっている場合の確

実さを示すものではない。
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表 3.5. 標的領域の加重割合，f(rT,T) 

1 組織，T 
2 
結腸

リンパ節

3 
右結腸

左結腸

直腸・S 字結腸 
LNET 
LNTH 
リンパ液（全身性）

4 
ET，胸郭外気道；TH，胸郭内気道；ET1，前鼻道；ET2，後鼻道，咽頭及び喉頭；BB，気管支領域；

bb，細気管支領域；AI，肺胞－間質領域；LNET，ET リンパ節；LNTH，TH リンパ節。 
*基底細胞および分泌細胞は，等しく加重される 2 つの標的領域である。

4 

1 

2 
3 

107



ICRP Publication 130（下訳版、一部翻訳版：平成 30 年 3 月） 
翻訳者作業用（前半）

後半との調整があるため未

●４，５，６，７章，表なし
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1 前部鼻道 

2 鼻口咽頭／喉頭 

3 気管支 

4 細気管支 
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5 肺胞－間質 

6 胸郭外領域 

7 胸郭内領域 

8 環境 

9 胃腸管 

図 A.1. もとのヒト呼吸気道モデルにおける，それぞれの呼吸気道領

域からの時間依存粒子輸送を描写するコンパートメントモデル 

矢印の横に示されている速度は，d-1 を単位とする基準値である。次

のように仮定された：(1) 肺胞－間質（AI）沈着は，0.3：0.6：0.1

の比率で AI1，AI2および AI3に分割される；(2) ゆっくり除去される

気管支（BB）および細気管支（bb）における沈着物の割合（BB2 お

よび bb2）は，粒子の物理的直径が<2.5 μmの場合は 50％であり，>2.5 

μmの場合は直径とともに減少する。また，気道壁において保持され

る割合（BBseqおよび bbseq）は，粒径にかかわらず 0.7％である；お

よび，(3) ET2領域に沈着した物質の 0.05％はその壁において保持さ

れ（ETseq），残りは胃腸（GI）管へと急速に除去されるコンパート

メント ET’2において保持される。

AI1：AI 領域における沈着物のうち 0.3とみなされる割合の比較的短

期の残留（半減期約 35 d）；AI2：AI 領域における沈着物のうち 0.6

とみなされる割合の長期残留（半減期約 700 d）；AI3：AI領域におけ

る沈着物のうち 0.1 とみなされる割合の超長期残留（半減期約 6000

d）；BB1：BB領域における粒子の短期残留（半減期約 100分）：これ

らの粒子は急速な粘膜繊毛クリアランスによって除去される；bb1：

bb 領域における粒子の短期残留（半減期約 8 h）：これらの粒子は急

速な粘膜繊毛クリアランスによって除去される；BB2：BB 領域にお

ける粒子の中期残留（半減期約 20 d）；bb2：bb領域における粒子の

中期残留（半減期約 20 d）；BB 領域に沈着した粒子の微小割合の，

気道壁における長期残留（半減期約 70 d）；bbseq：bb領域に沈着した

粒子の微小割合の，気道壁における長期残留（半減期約 70 d）；ET1：

前部鼻道（細分されない領域 ET1）に沈着した物質の残留；ET’2：ETseq

に保持される，0.0005 とみなされる微小割合を除いた，後部鼻道，

咽頭，喉頭および口腔（領域 ET2）に沈着した物質の短期残留（半減

期約 10 分）（Publication 66 では，このコンパートメントは ET2と

名づけられた。これは本書では，Publication 71と同様に，コンパー

トメント ETseqも包含する領域 ET2と区別するために，ET’2と名づけ

られる）；ETseq：鼻道に沈着した粒子の微小割合の，気道組織におけ

る長期残留（半減期約 700 d）；LNET：胸郭外領域を排出するリンパ
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管およびリンパ節；LNTH：胸郭内領域を排出するリンパ管およびリ

ンパ節。ICRP（1994a）から引用。 
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1 前部鼻道 

2 後部鼻道，咽頭，喉頭 

3 気管支領域 

4 細気管支領域 

5 肺胞－間質領域 

6 胸郭外領域 

7 胸郭内領域 

8 環境 

9 食道 
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図 A.2. それぞれの呼吸気道領域からの時間依存粒子輸送を描写す

る修正コンパートメントモデル 

 

矢印の横に示されている速度は，d-1 を単位とする基準値である。後

部鼻道，咽頭および喉頭（ET2），気管支領域（BB）ならびに細気管

支領域（bb）に沈着した物質の 0.2％は気道壁において保持される（そ

れぞれ ETseq，BBseqおよび bbseq）と仮定される。 

ET1：前部鼻道（細分されない領域 ET1）に沈着した物質の残留；

ETseq：鼻道に沈着した粒子の微小割合の，気道組織における長期残

留（半減期約 700 d）；LNET：ET 領域を排出するリンパ管およびリ

ンパ節；LNTH：TH領域を排出するリンパ管およびリンパ節；ET’2：

ETseq に保持される微小割合（0.002 とみなされる）を除いた，後部

鼻道，咽頭および喉頭（ET2領域）に沈着した物質の短期残留（半減

期約 10 分）；BB’：ET’2への粒子輸送を伴う，BBにおける粒子の残

留（半減期約 100分）；bb’：BB’への粒子輸送を伴う，bbにおける粒

子の残留（半減期約 3.5 d）；BBseq：気管支領域に沈着した粒子の微

小割合の，気道壁における長期残留（半減期約 700 d）；bbseq：細気

管支領域に沈着した粒子の微小割合の，気道壁における長期残留（半

減期約 700 d）；ALV：肺胞に沈着した粒子の残留（半減期約 250 d）。

沈着物の一部（0.67）は粒子輸送によって繊毛気道（bb’）へと除去さ

れるが，残りは間質（INT）へと浸透する；INT：肺胞に沈着した，

間質へと浸透する粒子の超長期残留（半減期約 60 y）。すなわち，こ

れらの粒子はリンパ節へとゆっくり除去される。 
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1 

肺残留 R(tf) 

肺残留 R(300) 

2 最終測定の時間 tf（d） 

 

図 A.3. 偶発的な吸入摂取に続く，胸郭内気道における長期残留 

 

図に含まれているデータの参照文献は表 A.3に挙げてある。それぞれ

の元素について別個の記号が用いられている。実線および破線の曲線

はそれぞれ，もとのヒト呼吸気道モデル（HRTM）および修正 HRTM

によって予測された不溶性粒子の残留を示している。最終測定の時間

tfにおける胸郭内残留 R(tf)は，300 dにおける残留 R(300)の割合とし

て表されている。 

 

  

1 
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1 肺残留 

2 

Jammet（1978） 

Bohning（1982） 

Bailey（1985） 

Philipson（1994） 

Davis（2007） 

RFP（2007） 

もとの HRTM 

Kuempel（2001） 

修正 HRTM 

3 時間（d） 

 

図 A.4. 肺残留データ 

 

測定された肺残留データ［Philipson et al.，1996；Davis et al.，2007；

ロッキーフラッツプラント（RFP）（ORAUT，2007）］ならびに

Publication 66（ICRP，1994a）の付属書 Eに報告された研究が，肺

胞－間質（AI）領域のみにおける初期沈着を仮定することによるモデ

ル予測とともに示されている。ヒト呼吸気道モデル（HRTM）ならび

にパラメータ既定値を用いた Kuempel et al.（2001）のモデルが示さ

1 

2 

3 
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れている。「修正 HRTM」の曲線は，最適化された AI 粒子輸送パラ

メータ AIseq＝0.37 および m＝0.0027 d-1を用いて得られた。発行者

の許諾を得て Gregoratto et al.（2010）から再掲。 

 

  

149



ICRP Publication 130（下訳版、一部翻訳版：平成 30年 3月） 

 
 

1 沈着 

2 急速溶解 
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3 沈着 

4 低速溶解 

5 束縛された物質 

6 体液 

7 沈着 

8 初期状態にある粒子 

9 変換された状態にある粒子 

10 束縛された物質 

11 体液 

 

図 A.5. 血液中への時間依存吸収を描写する選択的コンパートメン

トモデル（溶解および取り込み） 

 

図 A.5(a)に示されているモデルでは，沈着物の割合 frが最初に，「急

速溶解」と名づけられたコンパートメントに割り当てられ，残りの沈

着物（1－fr）が最初に，「低速溶解」と名づけられたコンパートメン

トに割り当てられる。図 A.5(b)に示されているモデルでは，すべての

沈着物が最初に，「初期状態にある粒子」と名づけられたコンパート

メントに割り当てられ，「変換された状態にある粒子」と名づけられ

たコンパートメントにおける物質は，「初期状態にある粒子」と名づ

けられたコンパートメントにおける物質と同じ速度で粒子輸送の支

配下にある。「束縛された物質」と名づけられたコンパートメントに

おける物質は粒子輸送の支配を受けず，血液中への取り込みによって

のみ除去される。 

fr：速度 srで急速に溶解する沈着物の割合；（1－fr）：速度 ssでよりゆ

っくりと溶解する沈着物の割合；fb：束縛状態で保持され，そこから

速度 sbで血液へと向かう溶解物質の割合；sr：急速溶解速度；ss：低

速溶解速度；sb：束縛状態から血液への移行速度；spt：コンパートメ

ント「初期状態にある粒子」からコンパートメント「変換された状態

にある粒子」への物質の移行速度；sp：コンパートメント「初期状態

にある粒子」からの物質の溶解速度；st：コンパートメント「変換さ

れた状態にある粒子」からの物質の溶解速度。 
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1 

注記： 

・ 記号の αおよび βはアルファおよびベータ崩壊を示しており，示

されている時間は半減期である。 

・ アスタリスク（*）は，その同位体がかなりのガンマ放出体でも

あることを示している。 

・ 238Uは 5.45×10-5％の分岐比で自発核分裂によって崩壊する。 

・ 234Th は 234mPa へと崩壊する。234mPa は 234U（99.84％）へと，

1 
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また半減期が 6.70 hである 234Pa（0.16％）の基底状態を経て崩

壊する。 

 

図 A.6. 自然崩壊系列：ウラン-238（ICRP，2008） 
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1 

注記： 

・ 記号の αおよび βはアルファおよびベータ崩壊を示しており，示

されている時間は半減期である。 

・ アスタリスク（*）は，その同位体がかなりのガンマ放出体でも

あることを示している。 

 

図 A.7. 自然崩壊系列：ウラン-235（ICRP，2008） 
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1 

注記： 

・ 記号の αおよび βはアルファおよびベータ崩壊を示しており，示

されている時間は半減期である。 

・ アスタリスク（*）は，その同位体がかなりのガンマ放出体でも

あることを示している。 

 

図 A.8. 自然崩壊系列：トリウム-232（ICRP，2008） 

 

  

1 

155



ICRP Publication 130（下訳版、一部翻訳版：平成 30年 3月） 

1 通過コンパートメント 

2 骨表面 

3 肝臓 

4 生殖腺 

5 排泄物 

図 B.1. Publication 30，Part 4（ICRP，1988b）の中で勧告された，

プルトニウム，アメリシウムおよびキュリウムに対応する全身性体内

動態モデル 

これは，Publication 30シリーズ（ICRP，1979a，1980，1981，1988b）

のモデルにおいて，また，放射性核種への職業上または環境上の被ば

くに関する以後の ICRP報告書においては多くの放射性核種について

描写された，全身性放射能の一方向流を例示したものである。 

1 

2 

3 4 

5 
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1 その他の軟組織 

2 中速代謝回転（ST1） 

3 急速代謝回転（ST0） 

4 低速代謝回転（ST2） 

5 骨格 

6 皮質体積 

7 皮質表面 

8 皮質骨髄 

9 梁状体積 

10 梁状表面 

11 梁状骨髄 

12 尿 

13 膀胱内容量 

14 

腎臓 

その他の腎臓組織 

尿中経路 

15 血液 

16 

肝臓 

1 
2 3 4 

5 

6 

7 8 

9 

10 11 

12 13 

14 

15 

16 

17 

18 19 
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肝臓 2 

肝臓 1 

17 胃腸管内容量 

18 生殖腺 

19 糞 

図 B.2. Publication 72 シリーズ（ICRP，1989，1993b，1995b,c，

1996）において骨表面親和性元素のトリウム，ネプツニウム，プルト

ニウム，アメリシウムおよびキュリウムに適用されたモデル構造

この構造（またはその多少のバリエーション）は，骨親和性とはみな

されない元素を含めて，本報告書シリーズにおいていくつかの元素に

適用される。GI，胃腸。 

158



ICRP Publication 130（下訳版、一部翻訳版：平成 30年 3月） 

 
 

1 その他の軟組織 

2 中速代謝回転（ST1） 

3 急速代謝回転（ST0） 

4 低速代謝回転（ST2） 

5 骨格 

6 非交換性皮質体積 

7 交換性皮質体積 

8 皮質表面 

9 非交換性梁状体積 

10 交換性梁状体積 

11 梁状表面 

12 尿 

13 膀胱内容量 

14 

腎臓 

その他の腎臓組織 

尿中経路 

15 血漿 

16 

肝臓 

1 
2 3 4 

5 
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7 8 
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10 

11 

12 13 14 
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16 
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肝臓 2 

肝臓 1 

17 胃腸管内容量 

18 糞 

 

図 B.3. Publication 72 シリーズ（ICRP，1989，1993b，1995b,c，

1996）においてカルシウム，ストロンチウム，バリウム，鉛，ラジウ

ムおよびウランに適用されたモデル構造 

 

この構造（またはその多少のバリエーション）は，骨親和性とはみな

されない元素を含めて，本報告書シリーズにおいていくつかの元素に

適用される。Exch，交換性；Nonexch，非交換性；RBC，赤血球；

GI，胃腸。 
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Table A.1 表の中身については、略称でない用語だけ翻訳。 

表 A.1. ヒト呼吸気道モデルによる，時間依存粒子輸送を描写するため

1 

2 
3 

4 
4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 11 

13 

12 
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のコンパートメントモデルにおける基準パラメータ値 

1 (a) クリアランス速度 

2 もとの HRTM（ICRP，1994a，表 17A から） 

3 修正 HRTM 

4 

輸送元 

輸送先 

速度（d-1） 

半減期* 

5 胃腸管 

6 環境 

7 食道 

8 環境 

9 (b) それぞれの領域における沈着物のコンパートメント間の分配

10 もとの HRTM（ICRP，1994a，表 17B から） 

11 修正 HRTM 

12 

領域または沈着部位 

コンパートメント

領域における沈着物のうちコンパートメントに割り当てられる割合†

領域または沈着部位

コンパートメント

領域における沈着物のうちコンパートメントに割り当てられる割合

13 次ページに続く
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表 A.1.（続き） 

1 もとの HRTM（ICRP，1994a，表 17B から） 

2 修正 HRTM 

3 

領域または沈着部位 

コンパートメント

領域における沈着物のうちコンパートメントに割り当てられる割合†

領域または沈着部位

コンパートメント

1 2 

3 

4 
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領域における沈着物のうちコンパートメントに割り当てられる割合 

4 

HRTM，ヒト呼吸気道モデル；領域または沈着部位：ET1，前部鼻道；ET2，

後部鼻道，咽頭および喉頭；BB，気管支領域；bb，細気管支領域；AI，肺

胞－間質領域；INT，間質領域；ALV，肺胞領域；LNET，胸郭外リンパ節；

LNTH，胸郭内リンパ節。 

コンパートメント：ET1：前部鼻道（細分されない領域 ET1）に沈着した物

質の残留；ETseq：鼻道に沈着した粒子の微小割合の，気道組織における長

期残留（半減期約 700 d）；ET’2：ETseqに保持される微小割合（0.002 とみ

なされる）を除いた，後部鼻道，咽頭および喉頭（ET2領域）に沈着した物

質の短期残留（半減期約 10 分）；BB’：ET’2への粒子輸送を伴う，BB にお

ける粒子の残留（半減期約 100 分）；bb’：BB’への粒子輸送を伴う，bb にお

ける粒子の残留（半減期約 3.5 d）；BBseq：気管支領域に沈着した粒子の微

小割合の，気道壁における長期残留（半減期約 700 d）；bbseq：細気管支領

域に沈着した粒子の微小割合の，気道壁における長期残留（半減期約 700 

d）；ALV：肺胞に沈着した粒子の残留（半減期約 250 d）。沈着物の一部（0.67）

は粒子輸送によって繊毛気道（bb’）へと除去されるが，残りは間質（INT）

へと浸透する；INT：肺胞に沈着した，間質へと浸透する粒子の超長期残留

（半減期約 60 y）。すなわち，これらの粒子はリンパ節へとゆっくり除去さ

れる。 

*これらの半減期は近似値である。基準値が粒子輸送速度について指定さ

れており，d-1 の単位で概数化されているためである。AI3 から LNTH へ

の，または INT から LNTHへの輸送速度については，半減期は示されて

いない。これらの速度は，必要とされる物質量をリンパ節に割り当てる

ために選択されたためである。もとの HRTM におけるコンパートメント

AI3ならびに修正 HRTM におけるコンパートメント ALV および ET1の

クリアランス半減期は，それらのコンパートメントからのクリアランス

速度の合計によって決定される。 
†図 A.1 の説明文に言及したように，もとの HRTM では，低速除去割合

fsは粒径依存であると仮定されている。詳細は，Publication 66（ICRP，

1994a）における表 17 および E.5.6 節を参照。 
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Table A.2 表タイトル、小見出し(a)､(b)､（c)、表注のみ訳 

 

 
 

表 A.2. エアロゾルサイズの関数としての，呼吸気道の各領域における

沈着割合*,†（成人男性，鼻呼吸者） 

1 

2 

3 

4 
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1 合計 

2 (a) 静止（着座）している成人男性（呼吸率＝0.54 m3 h-1） 

3 (b) 軽運動中の成人男性（呼吸率＝1.5 m3 h-1） 

4 次ページに続く 
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表 A.2.（続き） 

1 合計 

2 標準作業者‡（呼吸率＝1.2 m3 h-1） 

1 

2 

3 
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3 次ページに続く 
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表 A.2.（続き） 

1 合計 

2 

ET1，前部鼻道；ET2，後部鼻道，咽頭および喉頭；BB，気管支領域；bb，

細気管支領域；AI，肺胞－間質領域；AMTD，熱力学的放射能中央径；AMAD，

空気力学的放射能中央径。 

*基準値は，それぞれのパラメータの平均値がわかっている確実さを反映す

るために選ばれるであろうものよりも高い精度で与えられる。
†これらの粒子は，密度が 3.00 g cm-3，形状係数が 1.5 であると仮定される

［緻密な不規則形状（すなわち，非球状）粒子に典型的な］。粒子径は，0.6

nm における 1.0 の値からおよそ 1 μm 超では 2.5 の値へと増加する幾何標

準偏差 σgを持つ対数正規分布であると仮定される［Publication 66（ICRP，

1994a，170 項）］。σg の値は基準値ではなく，対応する AMTD から導き出

される（ICRP，1994a）。
‡軽作業は，次を根拠に定義される：2.5 h の着座，その間の吸入量は 0.54 m3

h-1；および 5.5 h の軽運動，その間の吸入量は 1.5 m3 h-1。いずれのレベル

の活動の場合も，吸入空気はすべて，鼻を通って入る。したがって，これら

1 

2 
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の沈着割合は，表 A.2(a,b)における着座している鼻呼吸成人男性および軽運

動中の鼻呼吸成人男性について与えられた 2 つのレベルの活動に対応する

体積加重平均値である。本文に述べたように，胸郭外気道における総沈着量

を示すために ET1および ET2に沈着した割合が合計され，65％が ET1へ，

35％が ET2へと分配された。 
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Table A.3 表タイトルのみ訳 

表 A.3. 図 A.3 において用いられた，胸郭内気道における残留に関する

データ源 
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Table A.4 すべて翻訳 

表 A.4. もとのヒト呼吸気道モデル（HRTM）による，タイプ F，M お

よび S の物質に対応する吸収パラメータ既定値［Publication 66（ICRP 

1994a，表 18）に基づく］* 

1 

タイプ

モデルパラメータ

初期溶解速度（d-1）

変換速度（d-1）

最終溶解速度（d-1）

急速に溶解する割合

近似的溶解速度：

急速（d-1）

低速（d-1）

束縛状態への割合

束縛状態からの取り込み速度（d-1）

2

F（高速）

M（中速）

S（低速）

3 *この表におけるモデルの値 sp，sptおよび stは，もとの HRTM 基準

値（すなわち，モデルにおいて用いることが勧告された既定値）である。

どの既定のタイプについても「束縛」状態は仮定されなかった。

1 2 

3 
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Table A.5-A.6 表タイトルと表注のみ翻訳 

表 A.5. 実験データのレビューによる，タイプ F，M および S の物質に

対応する溶解パラメータの中心値* 

1 

タイプ

溶解速度：

急速（d-1）

低速（d-1）

2

F（高速）

M（中速）

S（低速）

3 *中央値，幾何平均（丸括弧内）および幾何標準偏差（角括弧内）

表 A.6. タイプ F，M および S の物質に対応する更新された吸収パラメー

タ既定値*,†

1 

1 2 

3 

3 

1 2 
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タイプ

溶解速度：

急速（d-1）

低速（d-1）

2

F（高速）

M（中速）

S（低速）

3

*基準値（表 3.1 の脚注を参照）。
†束縛状態は，一部の元素の既定タイプについても用いられる。
‡元素固有の急速溶解速度は，多くの元素のタイプ F 形態について採用され

る。
§タイプ F に対応する元素固有値は，それが 3 d-1を下回るならばタイプ M お

よび S についても用いられる。
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BEIR

bFGF

BFUe

B-lymphocyte

Bmi1 B 1

BMP-4 4

BRAF v-raf B1

BRCA

BrdU

C57BL/6 CC Little 57 6
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CAFC/CACA

CALLA

CaM kinase

Car-S

CBA Strong RFM C3H

CBCC

C cell

CCSP

CD34 34

CD34 Lin CD34

CD49f 49

CFU-C

CFUe

CFU-F

CFU-gm

CFU-m

CFU-meg

CFU-Ob

CFU-Sday 7

CHEK2 2

CI
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cKit v-kit
Kit

CLL

CLP

CML

CMP

CNS

COL1 I

CO-FISH DNA

COX

CS

CXC CXC

CXCL12 HSC CXC 12

DC

DCAMKL-1 1

DCC

DDREF

DEF

DMBA 7,12- (a)

DNA

DNA-PK DNA
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DNA-PKcs DNA

DREF

DSB DNA

Dsh Dishevelled

DUOX1/2 1/2

Dusp 2

E

EAR

EB

EGF

EGFP

EGFR

EMA

EMT

EpiSC

EPU

ER (O)

ERR

ES

ESA

eto 11 21
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FACS

FAP

FasL Fas

FISH in-situ

Flk1 1

FLM

Flt3 fms 3 McDonough

FOXA2 A2

Fzd Frizzled

GATA-2/5 GATA 2/5

GBP10 10

G-CFU

G-CSF

GEMM-CFU

GFP

H2AX

GLI

GM-CFU

GM-CSF

GMP

GNAS 1
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GPA A

Gpr49 G 49

GTP

GTPase

Gy

H3 3

HD

HER2 2

HH

HLX1 H2.0 1

hMSC

Hopx

Hoxb4 b4

HPC

HPP-CFU

Hprt -

HPV

HR

HSC

HSPC

hTERT

ICRP Publication 131 30 3
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HZE

IGF1 1

IL

IL2Rgc 2

Ink4a/Arf 4 a

ISC

iPS

JUN cFos AP-1

K

KDR VEGFR2

KGF

Klf4 4

K-ras

KSC

LacZ -D-

LCNEC

LEAR

LET

Lgr5 G 5

LI

LIF
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Lin /Lin

LKB1 B1

LNT

LOH

LQ

LRC

Lrig1 1

LRP5/6 5/6

LSK Lin /Sca-1 /c-Kit

LSS

Lt-HSC

LTR-Ic

LYrs/TLSR5 2 5

MAPK

MaSC

MCL-1 1 BCL-2

M-CSF

M-CFU

Mdm2 2

MDS

MF
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MFH

MGMT O6- -DNA

MI

Min

miRNA RNA

Mir-34 RNA 34

MLL-AF9 9 1

MMTV

MNU

MPP

MR

MRA

Mre11 11

MSC

Msi-1 1

mTert

MUC1 1

Myb

Myc

NBCC

NBN
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NCRP

NHEJ

NIS

NK-lymphocyte

NOD-scid

Notch

NSC

NSCLC

NTRK1 1

NeuroD1 1

Oct3/4 3/4

OPG

OSCC

Osx

P4 4

p16 2A

p21 21

p210 BCR/ABL

p53 53

PARP-1 ADP- 1

Pax5/8 5/8
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PAX8/PPARG 8

PCNA

PCR

PD

PDGF

PIG-A N- A

PI3K 3-

PI3KCA 3-

PLDR

POU Pit-Oct-Unc

PR

Pre-CFU

Pre-GM-CFC /

Ptch1 1

PTEN

PY-Sv

RAD51 51 51

RANK kB

RANKL kB

RARB

RASSF1A Ras 1A
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Rb

RBE

RC

RET/PTC

Rho

RNA

ROS

RR

RTK

Runx2 Runt 2

SC

Sca-1 1

SCC

SCF c-kit

SCGBa1a a1a

SCID

SCLC

SCN

SE

SEER

SF2 2 Gy
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SHH

SI

SKY

SLAM

SLC

SLDR

SMO

SNP

Sox2 Y 2

SP

SSB DNA DNA

STAT

St-HSC

SUFU fused

t(8,21) 8 21

T4

TA

TAR

TBI

TEL/AML1 ETS 1

Tg

191



30 3

35

TGF

TGFBR2 2

ThOX1/2 1 2

Thy-1 1

Tie2/Ang-1 Tie2 1

TIMP3 3

TITF-1 1

T

TPA 12-O- -13-

TPO

TRAIL

TS DNA

TSC

TSH

TSHR

TTF1 1

UBB

ULLC

UV

VCAM-1 1

VEGFR2 2
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WAP

WHO

WL

WLM

Wnt Wingless wingless

XP

XRCC3 X 3

XTT 2,3- -(2- -4- -5- )-2H- -5-

ZO-1 1

1.

1.1.

(1)
1

2.1

(2)

ICRP, 1991 ICRP, 1995
ICRP, 2007

MSC ICRP, 1995
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(3)

(4)

ICRP 0.12
A

D B
E C

G
F ICRP, 1991, 1992, 2007; F

1.2.

(5) Armitage Doll 1954
Vogelstein 1988

LNT RR
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(6)

(7)
HSC

Parmar et al., 2007

(8) ICRP LNT RR
DDREF DDREF

BEIR VII, 2006 LNT DDREF

DNA DDREF

(9) 
LNT
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DDREF

2.

2.1.

(10)
2

(11) ES

2 2
2.3.5 2.5

(12) 1960 HPC
Till and McCulloch, 1961

Potten and Loeffler, 1990

(13) TA
TA 2

ICRP Publication 131 30 3
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Cheng et al., 2008; Barrocal, 2009

(14) 3 2
3

2.1

(15)
HSC Fig. 2.2

Potten and Wilson, 2007

(16) 14C
Spalding et al., 

2005 14C
Quinones-Hinojosa et al., 2007

(17) 10% Spalding et al., 2008
25 1% 75 0.45% Bergmann et al., 2009

2.5.4 3.6
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2.2.

(18)

1/10,000 1/100,000 Szilvassy et al., 1990; Harrison et al., 1993

(19) Withers, 1967; 
Withers and Elkind, 1969

Daniel et al., 1971; Clifton et al., 1986
Watanabe et al., 1988; Kamiya et al., 1995

2.2.1.

(20) ES Evans and Kaufman, 1981; Martin, 1981
20 40 ES ES

ES Carpenter et al., 2003
ES ES

Rossant and Papaioannou, 1984 ES
Thomson et al., 1998 ES

DNA Griffin et al., 2005; Zha 
et al., 2007 ES

(21)
1976 Allen and Dexter, 1976
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HSC HSC
Miller and Eaves, 1997 HSC

8000 Iscove and Nawa, 1997; Sauvageau et al., 2004

(22) http://
.nih.gov/info/scireport/appendixe FACS

Gundry et al., 2008 HSC FACS v c
SCF 1 Sca-1 CD34 Shizuru et al., 2005

Table 3.2

(23) SP
123 33342

HSC HSC
Bertoncello and Williams, 2004 ATP ABC

1 BCRP1 HSC SP Zhou et al., 2001

(24) NSC MaSC
HSC SP B

EGF 1%
Reynolds and Weiss, 1992 NSC

Lu and 
Wong, 2005 MaSC EGF bFGF

Dontu et al., 2003
Shackleton et al., 2006

MaSC

(25) HSC NSC MaSC A MSC
Chamberlain et al., 2007 FACS
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(26)
HSC HSC 2 A

3 D 4 P4
P4 mTert 2

3 G 5 Lgr5
E BASC

EpiSC
BCC SCC F

2.3. DNA

2.3.1.

(27) DNA 99 ICRP, 2005
DNA DNA

DNA DNA DNA
DNA

Friedberg et al., 2006
DNA

DNA

2.3.2.

ICRP Publication 131 30 3

44

(28) DNA in-situ
2.3

(29) PLDR Mulcahy et 
al., 1980; Gould et al., 1984; Jirtle and Michaelopoulos, 1985; Kamiya et al., 1991

24 in-situ 2.4
PLDR >6 Gy

24

Fisher et al., 1987 24
11

in-situ Fisher and Hendry, 1987
10 24

1–1.6 Gy 10 1.9–2.1 Gy

2.4 Hendry, 1985
PLDR ATM

Lobrich and Jeggo, 2005

(30)
MSC

Chen et al., 
2006 F in vitro Harfouche et al., 2010
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(31) Table 2.1
ISC A B

2.3.3. DNA

(32) p21 p53 S
Shimura et al., 2002; Adiga et al., 2007 ES X p53 p21
Aladjem et al., 1998; Malashicheva et al., 2000 DNA

(33) DNA P4
Potten, 1977, 2004b; Potten et al., 2002 D

DNA
p53/p21 P4 Potten et al., 2009 P4 2 4.5

p53 1Gy 24 p53 8Gy
Dove et al., 1998 p53 p53 DNA

DNAPKcs Gurley et al., 2009

(34) P4 Lgr5+ crypt CBCC 24
Barker et al., 2007

P4 CBCC
Potten et al., 2009 P4 m Tert mTert+

10Gy Montgomery et al., 2011 Lgr5+

mTert+ P4

(35) HSC ATM
Ito et al., 2004 ATM / HSC ATM / ROS
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ROS p38 MAPK HSC
HSC Ito et al., 2006; Liu and Finkel, 2006

p53 p21 HSC
Cheng et al., 2000; Liu et al., 2010

(36) DNA

ATM ATM
Inomata et al., 2009 p53 ATM Vigneron 

and Vousden, 2010

2.3.4. DNA

(37) DNA DNA
Rasko et al., 1993; Nouspikel and 

Hanawalt, 2002; Hsu et al., 2007
Wijnhoven et al., 2007 DNA

Park and Gerson, 2005 HSC
DNA Chambers et al., 2007 DNA

(38) DNA DSB HR NHEJ HR
S G2 DNA

SLDR Rad54 HR Rao et al., 2007 NHEJ
Ku70 Ku80 DNA-PKcs

PLDR HNEJ NHEJ NHEJ NHEJ
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NHEJ 2 Symington and Gautier, 2011; Deriano and Roth, 2013 NHEJ
NHEJ

(39) Rad54 / Ku70 / ES Gu et al., 
1997 80 / DNA-PKcs / Rad54 / DNA

DNA-PK Essers et al., 2000 DSB
Brugmans et al., 2007 DNA IV HSC

Nijnik, 2007 NHEJ
GI

NHEJ DNA NHEJ NHEJ PLDR
in-situ

PLDR 2.4 Hendry, 1985

(40) 2 1 NHEJ
HSC gH2AX

DNA Rossi et al., 2007 HSPC
Sca-1+ CD34 ) CMP Sca-1 CD34 GMP Sca-1 CD34

HSPC
CMP GMP Mohrin et al., 2010 2-Gy SKY

CD34 HSPC 2 CD34 2
CD34 CD34 HSPC

Becker et al., 2009

(41) NHEJ PLDR
V79 PLDR

- HPRT Thacker and 
Stretch, 1983 2 G0 G1
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Liu et al., 2010 DNA

2.3.5.

(42)
DNA

DNA Tomasetti and Vogelstein, 2015
1975 DNA

DNA DNA

3H-
LRC Potten et al., 2002

NHEJ

1 1

(43) LRC P4 3H
BrdU Potten et al., 2009

Lansdorp, 2007; Rando, 2007
DNA HSC Kiel et al., 2007; Waghmare et al., 2008

7 Armakolas and Klar, 2006 DNA
CO-FISH ES

Falconer et al., 2010 HR
HR NHEJ

Tomasetti and Bozic, 2015
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DNA
DNA

2.4.

2.4.1.

(44)
DNA

Blasco, 2007
Harrington, 2004 HSC

DNA Vaziri et al., 1994; Allsopp et al., 2001

Lee et al., 1998; Rudolph et al., 1999
Flores et al., 2006

2.4.2.

(45) DNA
DNA

DNA

FISH
Flores et al., 2008 Lgr5+ CBCC P4 ISC

HSC Allsopp et al., 2001
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2.4.3.

(46) DSB DSB

Counter et al., 1992 DNA
H2AX gH2AX p-53 1 53BP1 11 Mre11

ATM Takai et al., 2003 DNA
p53 Karlseder et al., 1999; d’Adda di Fagagna et al., 2003

Gonzalez-Suarez et al., 
2000

(47)
Murnane, 2012 p53

Artandi and DePinho, 2010
p53 p53 /

Flores and Blasco, 2009
2 p53

M’Kacher et al., 2007

2.5.

2.5.1.

(48)
Schofield, 1978 Watt 
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and Hogan, 2000

Yamashita et al., 2007
GFP

Fuchs et al., 2004

(49)

Cheng et al., 2008 5 Pax5
B T

Cobaleda et al., 2007 3 4 Oct3/4 Y
2 Sox2 c-Myc 4 Klf4 4

iPS Takahashi and Yamanaka, 2006

2.5.2.

(50)
MSC HSC Lange et al., 2011

ROS MSC
Chen et al., 2006 HSC 1

Suda, 2007

(51) HSC 3 A Shiozawa and Taichman, 
2012 HSC 2
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Calvi et al., 2003; Zhang et al., 2003 HSC
HSC 2 Tie2 1 Ang-1

Arai et al., 2004 EpiSC Nishikawa and 
Ozawa, 2007 ES

Ivanovic et al., 2000; Danet et al., 2003; Ezashi et al., 2005; Zhu et al., 2005; Lin et al., 2006; Grayson et al., 
2007 HSC HSC

2 Parmar et al., 2007 HSC
ROS

(Morrison and Scadden, 
2014

(52) ES ROS
Li and Marban, 2010 ES ROS

ROS

2.5.3.

(53) 2
2 2.5

2

(54) Potten et al., 2009
5 7 12 Loeffler et al., 1993

Lgr5+

ISC
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ISC Lopez-Garcia et al., 2010
Klein et al., 2010; Lopez-Garcia et al., 2010 Clayton et al., 2007

2.5.4.

(55)

15 7
Crosnier et al., 2006

2 Schmidt et al., 1988

(56)
HSC Orkin and Zon, 2008 HSC

HSC

(57) HSC HSC HSC
3 S

G2 M HSC G1 HSC Bowie et al., 2006
HSC

2.6

2.5.5.

ICRP Publication 131 30 3
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(58) HSC 2
HSC 2 1Gy

HSC Bondar and Medzhitov, 2010
p53+/- p53-/- HSC p53

p53 p53
MDm2 +/-

p53 2.5-Gy X
Marusyk et al., 2010 p53

3.

3.1.

(59) ICRP
1 2 LNT RR

3.1.1.

(60)
Armitage Doll 1954

5
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D D.8 Vogelstein et al., 1988

(61) 15
2 Knudson, 1971
2

(62) 4

Perez-Losada and Balmain, 2003
DNA RNA miRNA

Sharma et al., 2007

3.1.2.

(64) Reya et al., 2001
Lapidot et al., 1994

Dick, 2003 Hemmati et al., 2003; Singh et al., 2003 Lawson and Witte, 2007 Roskams, 2006

SP

Bao et al., 2006

ICRP Publication 131 30 3
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(65)

ICRP, 2005

3.1 Tomasetti and Vogelstein, 2015
Sills, 2015

SC Gy
EAR ERR

10 Little et al., 2015

DNA

(66) P4 Lgr5+ 
CBCC Cre APC Barker et 
al., 2009 5 10

Klihues and Cavenee, 2000 4a Ink4a/Arf
EGF EGFR

Bachoo et al., 2002

(67)
Sun et al., 2014

9
1 MLL-AF9
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Krivtsov et al., 2006 CD4-/CD8-

Kominami and Niwa, 2006
2

(68) F BCC SCC
3 F.5 F.5 EpiSC BCC

SCC

(69) MaSC
Trichopoulos, 1990 Caughey and Michels, 2009

1 IGF1 HSC
Chokkalingam et al., 2012

P4 Liet al., 1992; 
Potten et al., 1992

3.1.3.

(70) 1 2
ICRP, 2007 DSB DNA DSB

LQ

LNT

(71)
50 100 Gy

ICRP Publication 131 30 3
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Gy Ito et al., 1993a,b
RET/PTC

C

(72)
2 3% 25%

Stephens et al., 2011 1
Crasta et al., 2012

(73)
ICRP, 2003, 2007; UNSCEAR, 2006

DNA
Goetz et al., 2011

0.5Gy
UNSCEAR, 2006

C57BL/6 CBA/Ca Zyuzikov et al., 2011 1.7mGy 3Gy
3 p53 100mGy 30

1Gy
1Gy A-bomb 50

T FISH Kodama et al., 
2005 UNSCEAR 2010, 2012
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DNA Streffer, 
2010

(74)
Nguyen et al., 2011

Notch1 p53
Marusyk, 2009; Marusyk et al., 2010

LNT
LNT

ICRP, 2005, 2007 LNT

3.1.4.

(75) <2Gy
Preston et al., 2007; Ozasa et al., 2012

ICRP, 2007 3 7
Tomasetti et al., 2015 5 SC 4 1

DNA 1

ICRP Publication 131 30 3
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DNA
log/log

3.1; Tomasetti and Vogelstein, 2015 4 1
RR

log/log
3.1

(76) OI RC SC
RR RR OI/SC RC/SC+1 5

RR

RR
AR

RR AR
Ozasa et al., 2012

(77) RR
RR

EAR
ERR 100 Bqm-3 0.16 75

25 Darby et al., 2006
Yoshida et al., 1997

Oliai and Yang, 2014
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RR

(78) AML
Hsu et al., 2013 AML

3.1.1

AR

(79)
LQ

1 2
1

LNT RR
2

LQ AR

(80)
4

Ron et al., 2012 2 RET/PTC
2

Marotta et al., 2011

(81) 2

ICRP Publication 131 30 3
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ICRP, 2007 Wakeford, 2012 ICRP
RR 50% AR 50% 100% RR

100% AR RR 30% AR 70%
AR 40

LQ
AR

Preston et al., 2007

(82) EAR ERR EAR
ERR ERR EAR

ERR
EAR

EAR

(83)
3 (a) 

(b) (c) 
4 1

5
EAR BAR TAR EAR TAR – BAR

ERR EAR BAR ERR EAR/BAR
EAR BAR RR EAR

BAR Darby et al., 2005, 2006 EAR
ERR EAR
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BAR ERR
EAR ERR

3.6.2

(84) EAR ERR ICRP 2007 3.1
30 1Gy 70

30 10 EAR
ERR 30

10
3.1

LQ Hsu et al., 2013 3.1 1 Gy
30 70 EAR 104 0.70 0.71

104 1.06 1.09 ERR 0.79 0.95
10 ERR 17% 3.1

F.2.1 3.1
LSS 30 70 EAR

104 Gy-1 0.39 95% CI 0.08 1.04 ERR 0.48 95% CI 0.07 1.4 Preston et al., 2007
UNSCEAR,2006 0.85Gy ERR

Samartzis et al., 2013 224Ra EAR LNT
EPA, 2011 LNT 226Ra S Rowland et al., 1978

3.1
EAR ERR 3.6.2

(85) WT 3.1
1 WT ICRP

ICRP, 1991
WT 2007 ICRP, 2007 30

ICRP Publication 131 30 3
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70 ERR ICRP WT

0.12 0.04 0.01
QOL

Box A.1, ICRP, 2007

3.2.

3.2.1.

(86) 2

(87)

P4 100mGy
P4 10Gy

Para. 37 DNA
P4

HSC
HSC HSC Para. A75

F4.1

(88)

DNA HSC Rossi et al., 2007 DNA NHEJ
NHEJ
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DNA

3.2.2.

(89) 3

3.1.2

(90) E
Zhao and Xi, 2010

HSC N Tie2/Ang-1
Suda, 2007 Lgr5+

Sato et al., 2011

>2 Gy E
Andarawewa et al., 2007; Moriconi et al., 2009

>0.5 Gy HSC
Marusyk et al., 2010 DNA

3.3.

ICRP Publication 131 30 3
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3.3.1.

(91)
ICRP, 2007 ICRP LNT DDREF
ICRP DDREF 2.0 ICRP, 1991, 2007

2
Kellerer and Rossi 1972 Goodhead 1985

LQ UNSCEAR, 2006

E(D) = D + D2 (3.1)

(92) (3.1) 1 2
UNSCEAR1993 200mSv
(3.1)

DDREF 1
DDREF

DDREF = ( D+ D2) / D = 1+ ( )D (3.2)

(93) BEIR VII BEIR VII, 2006 (3.2)
1.5 DDREF

LSS 1.0 DDREF Jacob 
et al., 2009 UNSCEAR DDREF LQ LSS UNSCEAR, 2006

LSS DDREF 2.0 ICRP

(94) BEIR VII 2006 UNSCEAR 2006 DDREF LQ
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3.3.2.

(95) 2 1 Gy HSC HSC
Bondar and Medzhitov, 2010

3 DNA

(96) LQ (3.1)
Russell and Kelly, 1982

Searle, 1974
DNA LQ

DEF

(97)
1

8 m 60Co 1mGy Feinendegen, 1985
1 mGy 1 1

ICRP DDREF 1 DREF

3.4.

(98)
AML NCRP, 

ICRP Publication 131 30 3
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2005; ICRP, 2006
ICRP, 2005

Upton, 1985
1

(99) A AML
AML 5% 3 AML

CML ALL 1 AML
AML HSC CMP Hirouchi et al., 2011;

A.5 2 Dusp2 AML
HSC BrdU HSC

Kiel et al., 2007 HSC HSC
HSC DNA

AML Lord et al., 2001 CD34-CD48-CD150hi

(Lin-)/Sca-1+/c-Kit+(LSK)

(100) A.1.1 1Gy AML
1 2 3Gy >3 Gy

DDREF 3Gy 2 5
UNSCEAR, 1993 <1 Gy

28 0.04 0.11mGy 1.5Gy 5% AML Mole 
et al., 1983 0.5Gy Mole and Major, 1983) 1.5 Gy DREF 3 3.0
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4.5 Gy AML 5%
Mole and Major, 1983

A.2.2

(101) B; UNSCEAR, 1993
SD 150 2 3Gy

DDREF <2 4 Shellabarger et al., 1966; Gragtmans et al., 1984 BALB/c
0.25 Gy LQ 0.07mGy Ullrich, 1983

0.1 Gy 0.01 Gy
0.25Gy Ullrich et al., 1987 1.7 0.25 Gy DDREF

0.1 0.01 Gy 1 25 0.25Gy
0.01Gy LQ

(102)

CD24+CD29high MaSC 2
LRC DNA

Smith, 2005

(103) C
3000 Long-Evans 0.8Gy

X 10.6Gy Lee et al., 1982
2

131I Lee et al., 1979 X
131I X IQ

0.8Gy 2Gy 2 DDREF
DDREF 

X 131I

ICRP Publication 131 30 3
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ERR ERR C.2
C.3

(104) D Boice and Fry, 1995
B 2 bcl-2

Merritt et al., 1995
Min Min

Apc ApcMin/+

CHB6 ApcMin/+ 2Gy X
7 1 30 14

1 44 2 1 85 10 1
130 35 1 70 Ellender et al., 2006

X 0 5Gy LQ
Ellender et al., 2011

(105)
150 1 mTert+

APC
APC FAP APC

APC

(106) E SCLC
ADC Land et al., 1993 SCLC ADC
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0.4Gy 0.06mGy BALB/c ADC
LQ Ullrich, 1983 DDREF 3 Gy 4.2 2 Gy 3.2

DDREF 0.1 Gy 1.1 Ullrich et al., 1987
LQ

(107) II
E

BASC a1a SCGBa1a II C Sca-1
CD45 and CD31 ADC SCC

1 SCC Tonon et al., 2005

MSC

(108) F BCC 8 10Gy
BCC 1Gy

SCC BCC 20% BCC

LQ LET
0.75 1.5Gy 1

Burns 
and Albert, 1986a,b 1

70 1 2 10Gy 1 15Gy 28
17.5Gy 58 30 Gy 99

1 1 99 3
2 3 100

ICRP Publication 131 30 3
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(109) BCC SCC
Sell, 2004

CD71 briCD71dim BrdU
SC Waghmare et al., 2008

DNA

(110) G
LSS 80,000

0.85Gy 95% CI 0.12 1.85 Gy
Samartzis et al., 2011 Chadwick 1995 2

LQ
AR LET 90Sr 

18Gy G

MSC CD34-

3.5.

(111)

ICRP, 1991, 1995, 1996, 2007
3.2

(112)
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280

222Rn
40

239Pu 226Ra

3.6.

(113) 3.1 (a) (b)
(c) 3 1

1 108 1
4 107 D 2 107 F 35,000 1

8 1010 3 EAR SRR
3.1 Tomasetti and Vogelstein 2015 31

p53 Bcl-2
p53 DNA Potten, 2004

mTert+

2

ICRP Publication 131 30 3

74

(114)
DNA DNA

NSC
Gould et al., 1999 B

(115) DNA NHEJ DNA

B.4.2

3.7.

3.7.1.

(116)

90 ICRP, 2003 1 10-4

Ries et al., 1999 1
Knudson, 1971; Abramson et al., 1984; Friend et al., 1986

Ries et al., 1999
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(117) Armitage and Doll, 
1954

70 2 Bleyer et al., 2006
40 2

3.7.2.
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この翻訳物は、平成 30 年 3 月時点の ICRP Publication131 下訳版で

あり、今後の作業状況や委員会での用語の検討状況、監修等によって

変更することもあり得る。

1. 幹細胞

2. 前駆細胞

3. 機能性細胞

4. 細胞死

5. 幹細胞ニッチ

図 2.1 幹細胞分裂および組織維持のダイナミクス。ニッチとは，幹細

胞が分裂して自身を補充したり前駆細胞を生じるための場所である。

後者はさらに分裂して成熟機能性細胞となる。機能性細胞には寿命が

ありいずれは死ぬため，さらなる分裂によって細胞系列を補充する必

要がある。

3 
1 

2 

4 

5 
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1. 統合された細胞系列組織

2. 機能性細胞

3. G0幹細胞

4. （下側から）

乳房

舌

表皮

小腸（限定的な多能性）

大腸

骨髄（造血－広い多能性）

精巣（精子形成，重要な自発的細胞死）

5. 分裂中の前駆細胞

6. 

6 

4 

5 

3 

2 

1 

7 
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細胞分裂 
増幅 
全増殖性細胞に占める%として表される幹細胞の数 
 
7. 機能性細胞 
 
図2.2 幹細胞由来細胞系譜の模式図。系列内の細胞世代数は組織ご

とに大幅に異なっており，重層上皮および腺上皮が分裂中の前駆細胞

の増幅分裂回数が最も少ない。例えば大腸陰窩では5～9回の増幅細胞

分裂が起こる。7回の分裂で，1個の幹細胞から増殖した64個の細胞（増

殖性細胞）から128個の分裂終了成熟細胞が生じる。つまり，この例

では増殖性細胞に占める幹細胞の割合は1/65×100＝1.5%である。乳

房または舌上皮では系列は短く，増幅細胞分裂はおそらく1回か2回の

みである。2回の分裂で，1つの幹細胞から生じた2個の増殖性細胞か

ら4個の成熟細胞が生じる。つまり，肝細胞は増殖性細胞の1/3×100
＝33％を占める。出典：Potten and Wilson（2007）。Elsevier社の許

可を得て複製。 
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1. 生存率 
2. 線量 Gy 
 
 
 
図 2.3 様々な組織の上皮クローン形成性細胞の推定生存曲線。J1，
J2，空腸腺窩を再生する細胞；G1，G2，胃腺窩を再生する細胞；C，

結腸陰窩を再生する細胞；E1，E2，E3，肉眼で観察できる表皮クロ

ーンを再生する細胞；S1，精子形成管を再生する細胞；M，乳房組織

形成単位；T，甲状腺濾胞形成単位；細胞は in-situ での照射から 24
時間後に移植。出典：Potten and Hendry（1983）。Elsevier 社の許

可を得て複製。 

2 
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1. 移植 
2. 骨髄 CFU-S（ラット） 
3. 生存率 
4. 骨髄 Pre-GM-CFC（ヒト）  
5. 骨髄 Pre-GM-CFC（マウス） 
6. 骨髄 CFU-S（マウス） 
7. 肝臓（ラット） 
8. 甲状腺（ラット） 
9. 乳腺上皮（ラット） 
10. 線量 Gy 
 
図 2.4 移植により生体内で評価した生存曲線。点線は照射直後に移

植した細胞を示し，実線は照射の 24 時間後［あるいは骨髄前顆粒球

／マクロファージコロニー形成細胞（Pre-GM-CFC）の場合は 3～4
時間後］に移植した細胞を示す。各組織タイプの点線と実線の分離は，

致死性損傷の修復が起こった可能性を示す；乳房および甲状腺上皮細

胞および肝臓（肝細胞）では正の効果，および生体内でアッセイされ

る骨髄脾臓コロニー形成単位（CFU-S）での負の効果は，放射線に誘

3 

4 

6 

5 

1 

2 

7 

8 

9 

10 
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発された分化効果によるものと考えられる。出典：Hendry（1985）。

Informa 社の許可を得て複製。  
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1. 分化なしの対称分裂 
2. 非対称分裂 
3. 分化ありの対称分裂 
 
図 2.5 組織幹細胞の 3 つの分裂パターン。 
 
 

 
 
1. 胎児 
2. 新生児 
 
図 2.6 新生児における幹細胞競合。新生児期に成体組織幹細胞ニッ

チが確立されている間は特に競合が激しい。 
 
 

1 

1 2 

2 3 
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1. 生涯リスク 
2. 照射 
3. 未照射 
4. 総幹細胞分裂回数 
 
図3.1 特定のヒト組織における推定生涯幹細胞分裂回数と，当該組

織における生涯リスクとの関係，アメリカ国立がん研究所の監視疫学

遠隔成績プログラム（SEER）から。破線は，Tomasetti and Vogelstein
（2015）により報告された正常なヒト（アメリカ人）集団における様々

な組織の生涯幹細胞分裂回数と生涯リスクとの間に極めて有意な相

関があることを視覚的に示している。骨肉腫，骨芽腫，卵巣胚細胞，

甲状腺髄様，膵島，十二指腸，小腸，膠芽腫，胆嚢，食道，精巣，肺

（喫煙者および非喫煙者），急性骨髄性白血病，慢性リンパ球性白血

病，幹細胞，甲状腺濾胞，頭頸部，膵管，メラノーマ，家族性腺腫性

4 

1 2 

3 
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ポリポーシス十二指腸，結腸直腸，ヒトパピローマウイルス頭頸部，

C型肝炎ウイルス肝細胞，基底細胞，リンチ結腸直腸，および家族性

腺腫性ポリポーシス結腸直腸がんを含む31種類の組織／がんタイプ

および身体部位についてのデータを解析した結果に基づく。今回は放

射線防護の観点から放射線被ばくの発がん影響についてRRモデルを

使用しているため，任意の線量の放射線は，様々な組織における平均

生涯リスクをlog/logプロット上で定数倍に増加（矢印および点線）さ

せると推測される。また，集団間でのリスク転換は，過剰相対リスク

モデルおよび過剰絶対リスクモデルを併用して実施される（セクショ

ン3.1.4を参照）。 
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1. 新生児 
2. 幹／ニッチ単位の拡張 
競合低下 
3. 小児期成長 
 
図 3.2 小児期成長中の組織幹細胞ニッチ多重性の拡張 
 
 
【 3 章で引用がある付属書 F からの図 】 

 
 
1. 分化 
2. 幹細胞 
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3 4 
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6 7 8 9 
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3. 初期前駆細胞 
4. 後期前駆細胞 
5. 分化ケラチノサイト 
6. 基底細胞がん 
7. 扁平上皮がん 
8. 乳頭腫 
9. がんなし 
 
図 F.5 ヒト皮膚がんの起源モデル［Sell（2004）から改変］。 
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この翻訳物は、平成 30 年 3 月時点の ICRP Publication131 下訳版であり、今後

の作業状況や委員会での用語の検討状況、監修等によって変更することもあり

得る。

1 章は表なし。2 章・表 1，3 章・表 2 

表 2.1 階層性状態と放射線感受性の関係（Potten and Hendry, 1983 から更新）。 
組織階層 放射線感受性 D0（Gy） 付属書

骨髄

幹／前駆細胞（クローン形成性） 高

移行顆粒球 中

移行赤血球 非常に高

成熟細胞 低

線維芽様 CFU-F 中

乳房

幹細胞 中

甲状腺

幹細胞 中

小腸上皮

P4 幹細胞の一部（SI） 非常に高

CBCC 中

m-Tert 耐性

クローン形成性細胞（SI および結

腸）

中

移行細胞 低

機能性細胞 非常に低

表皮

幹（クローン形成性）細胞 中

移行細胞 低

機能性細胞 非常に低

精巣

精原細胞幹（クローン形成性）細

胞

中

タイプ A 高

中間 非常に高

タイプ B 非常に高

機能性（精母細胞） 低

セルトリ細胞 非常に低

CFU-F，線維芽細胞様コロニー形成単位；SI，小腸；CBCC，陰窩基底部円柱

細胞。

227



表 3.1 本報告書で取り上げる様々な組織のがん罹患率に基づく過剰絶対リス

ク（EAR）および過剰相対リスク（ERR）モデルの係数，および組織荷重係数

（wT）

EAR ERR 
組織 被 ば く 時

年 齢 30
歳，到達年

齢 70 歳で

の 104人あ

たり1年あ

たり 1Gy
あ た り の

過 剰 症 例

数

被 ば く 時

年齢： 10
年 上 が る

ご と の

EAR の変

化% 

被 ば く 時

年 齢 30
歳，到達年

齢 70 歳で

の 1Gy あ

た り の

ERR 

被 ば く 時

年齢： 10
年 上 が る

ご と の

ERR の変

化% 

乳房

甲状腺

胃

結腸

肺

M，男性；F，女性。 
出典：出版物 103（Publication 103）（ICRP, 2007）の表 A.4.7，A.4.6，および

A.4.3。
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表 3.2。様々な組織の放射線誘発がんの標的細胞の位置および特性。 
付属書，がん ヒト標的細胞 マーカー 位置 
A，白血病 HSC（および潜在

的に一部の前駆

細胞） 

CD34+，CD59+，

Thy1+，

CD38low/-，

c-Kit-/low，Lin- 

骨内および血管

性ニッチ 

B，乳房 乳房幹細胞 可能性として

CD24+ 
CD29high，および

可能性としてK6 

乳腺幹細胞ニッ

チ（明確ではな

い） 

C，甲状腺 濾胞幹細胞 可 能 性 と し て

Oct4+Pax8+Tg- 
細胞充実巣 

D，胃 粘膜幹細胞 可能性のある標

識維持細胞（デフ

ェンシン5-，

Muc2-，クロモグ

ラニンA-） 

胃小窩，深さ 60
～100μm 

D，結腸 粘膜幹細胞（可能

性として一部の

娘細胞） 

Lgr5+; mTert+;；
可能性として 
DCAMKL-1も 

陰窩基底部，深さ

280～300μm 

E，肺 可能性としてク

ララ，クララ変異

型，または気管支

肺胞幹細胞 

SCGBa1a，界面

活性剤タンパク

質C，Sca-1，
CD45-，CD31-；

可能性として

（c-KIT+， 
Nanog，Oct 3/4， 
KLF4，Sox2）細

胞も 

気管支肺胞管分

岐ゾーン，可能性

として遠位肺ニ

ッチも 
 

F，皮膚 表皮幹細胞－基

底細胞がん（初期

前駆細胞－扁平

上皮がん；後期前

駆細胞－乳頭腫） 

α6briCD71dim；

β6bri/CD71 dimも 
毛包間基底層，名

目深さ70μm 
 

G，骨 間葉系幹細胞 
一部の HSC 

CD90，CD73，
CD105，および可

能性として

Stro-1，CD106，
VCAM-1 CD34- 

MSCニッチおよ

び脈管周囲骨髄 

HSC，造血幹細胞 
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2005 Shrimpton , 2005        
2008 Galanski , 2007  2.5 5  70 145  4 8  125 255  6.5 13  240 475  
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進行用

平成 29 年度 第 1 回 ICRP 刊行物翻訳委員会 

議事録

日 時：2017 年 7 月 6 日（木） 13:30－15:30 
場 所：（公財）原子力安全研究協会 地下会議室

出席者： 丹羽（放影研）、今村（元聖マリアンナ医大）、佐々木(康)（湘南鎌倉総合病院付属臨床

研究セ）、鈴木（国際医療福祉大学ク）、寺谷、松本（規制庁）

原安協：杉浦理事長、米原主任研究員、事務局（迫田、花渕、本庄）

欠 席：佐々木(道)（電中研）、吉澤（JAEA） 

【 資 料 】
29 ICRP 刊行物 1-1-1 ICRP 刊行物翻訳委員会要綱（案） 

29 ICRP 刊行物 1-1-2 原子力規制庁業務委託・仕様書 

29 ICRP 刊行物 1-1-3 ICRP 刊行物翻訳作業フロー 

29 ICRP 刊行物 1-1-4 平成 29 年度年間計画案 

29 ICRP 刊行物 1-2-1 翻訳対象選定用書名リスト & 原著刊行情報 

29 ICRP 刊行物 1-2-2 翻訳適否検討用の原著概要 

  29 ICRP 刊行物 1-2-3 ICRP 刊行物の構成と翻訳範囲 
  29 ICRP 刊行物 1-2-4 翻訳会社の紹介・説明 

29 ICRP 刊行物 参考 1 翻訳対象の選定について（規制庁） 
29 ICRP 刊行物 参考 2  ICRP members 201707-202106 

※以下、資料番号の「29 ICRP 刊行物」は略

【 議 事 】 ---------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

１. 当委員会について

1-1 規制庁の方針等

会議冒頭に、規制庁より本事業に係わる最近の規制庁の取組や動向について説明があった。

規制庁は、原子力災害対策と放射線防護を一体的に取り組めるように組織を改編した。大き

な方針として、① 放射線審議会の機能強化、② 安全研究事業の開始、③ 国際機関との連

携強化、などが打ち出されており、本事業はこれらと関連している。

また、本事業に対する期待及び今後の放射線審議会等での活用について発言があった。

1-2 当翻訳事業について（資料 1-1-1、1-1-2）
杉浦理事長より、規制庁受託である当翻訳事業について全体像の説明があった。その後、

事務局より資料 1-1-1、1-1-2 を用いて説明し、当委員会の活動内容に関する以下の質疑応

答がなされ、要綱案は承認された。
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1) 委員の欠員 これまでの日本語版翻訳検討委員会より現時点で委員が 1人少なくな

っている。欠員は今後補充する予定である（事務局） ( ⇒ 3. も参照） 
2) 年間翻訳本数 「ICRP では年 4 本の刊行物を発行」（仕様書 p15、3 の①）とある

が、目標翻訳数の 5 本という数字と整合しない、どのように考えたらよいか？ 
――過去に発行された中で翻訳されていない物があり、その中からも選ぶ。また、ペー

ジ数の多いものは、ワード数の単位優先で考えていく（事務局）

3) 理解促進活動 「理解促進活動」（仕様書 p17、3 の②）とは、どのような活動を想

定しているのか？

――ICRP ホームページに翻訳 PDF を公開すること、また、原子力学会春の年会でセ

ッションを設けることを検討している。詳しくは、第 2 回委員会で検討する予定で

ある（事務局）

――学会発表では本事業をアピールすることが目的であり、学術発表を求めるものでは

ない。したがって、大変な準備が必要なものは求めておらず発表自体の敷居は高く

ないと考えてほしい（規制庁）

1-3 今年度の委員会活動の進め方について（資料 1-1-3、1-1-4）
事務局から資料 1-1-3、1-1-4 を用いて、今年度の活動の流れを説明した。併せて次年

度以降に予想される翻訳完成までのプロセスについても確認した。

年間計画案の検討を行い、関連学会の年間予定を考えて以下の発言があった。

1) 学会発表をめぐって（理解促進活動-2）
・活動の対象には、保健物理学会、原子力関係学会、放射線影響学会、医学放射線学会

等の規模が大きい学会や、ICRP 委員の先生方を巻き込みながら行うと良い。

・学会時にブースを開いてはどうか。ブースの設営では費用があまりかからない。

・対象となる学会は、その年に翻訳された刊行物の内容による。・医学系のテーマであ

れば、医療担当者が多く集まる学会が望ましく、日本医学放射線学会、日本核医学学

会も考えられる。なお、2018 年度日本医学放射線学会総会（2018 年 4 月 12 日―15
日、会長今井裕東海大学教授、於パシフィコ横浜）への Claire Cousins 氏（ICRP 委

員長）の招聘が決まっている。

――11 月までの学会（放射線影響学会等）で可能であれば何か企画いただき、また 11
月以降の学会については第 2 回委員会で検討いただきたい（規制庁） 

２. 翻訳対象と翻訳者の選定

2-1 翻訳の対象について（参考-1）
規制庁より、参考資料-1 を用いて、翻訳対象の選定方針について説明があった。

・当調査事業では、ICRP 刊行物の内容と考え方を規制実務に生かすことが目標であり、

その意味で、優先順位が高い読者は規制関係者となる。

・規制庁は、他省庁への提言機能が強化された放射線審議会の事務局を務める。その意

味で、医療分野の ICRP 刊行物についても理解を深める必要性は感じており、医療分

259



3 

野を無条件に翻訳対象外とするものでもない。ただし、国の行政全体を視野に入れた

上で、長期的に見て、どの省が担当することが医療放射線防護の実践に資するのかを

検討しつつ、省庁間で調整してゆきたい。

  上記の説明を受けて、委員から以下の意見と確認があった。

・ICRP の放射線防護の原点は医療であり、出版物も医療関係が多い。医療での被ばく

線量が他分野より高いこともある。翻訳事業は厚生労働省も協力して進めると良い

（丹羽委員長）

・今までの翻訳事業では、宇宙関係などの想定読者（audience）が少ないタイトルは翻

訳対象から外してきたが、規制関係者を対象とする場合、宇宙関係やスクリーニング

も取り上げることが考えられる。

・規制庁と医療分野の関係だが、医療機器の規制に規制庁は関わっていないか？

――一部、大型の放射線発生放置の規制は、障防法と重なるので関わっている（規制庁）

2-2 翻訳対象と翻訳者の選定（資料 1-2-1、1-2-2）
事務局が資料 1-2-1 により全翻訳委員による予備選定の結果を報告した。得票の多かっ

たタイトルを中心に、資料 1-2-2 を用いつつ、今年度に翻訳するタイトルを選定した。 
結果と主な議論は、以下のとおり。番号は、着手順。

① Publ.125 Radiological Protection in Security Screening 48pp.
選定理由等：保安上の理由から行うセキュリティ・スクリーニングは社会の関心に直結

し、放射線規制の実務に関わりが深い。

翻訳者：米原英典氏（原子力安全研究協会）。（当日中に上長許諾とご本人の快諾あり）。

② Publ.132 Radiological Protection from Cosmic Radiation in Aviation 48pp.
選定理由等：航空機搭乗時の被ばくの規制について日本はすでにガイドラインがあるが、

その的確な運用には背景となる知識と考え方の理解が必要とされる。

翻訳者候補：保田浩志氏（広島大学）

③ Publ.130  Occupational Intakes of Radionuclides: Part 1 188pp.
選定理由等：職業被ばくに関する ICRP 刊行物の歴史的改訂。データ集であるため、Part
2 以降は数値データを含む割合によって翻訳の必要性を検討するが、Part 1 はこの分野

の基本概念を丁寧に記述しており、規制には必須の翻訳であろう。過去にこのテーマの

ICRP 刊行物は、ほぼ原研（現 原子力機構）が翻訳してきた。

翻訳者候補：吉澤委員をコーディネーターとして、原子力機構保健物理部の関係者。

④ Publ.131  Stem Cell Biology with Respect to Carcinogenesis Aspects of Radiological
Protection 351 pp.（翻訳対象は 80p. 程度に絞る）

選定理由等：規制数値の表層的な運用を避けるには、放射線影響の生じるメカニズムの

理解も必要であり、その意味で「幹細胞」の知見は欠かせない。ただし、当事業の対象

読者を考慮して、翻訳範囲は冒頭から本文（3 章まで）に留める。膨大な付属書につい

ては、内容が高度に専門的であるため研究者向けと判断し、翻訳の対象外とする。
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翻訳者候補：鈴木啓司氏（長崎大）

⑤ Publ.121 Radiological Protection in Paediatric Diagnostic and Interventional
Radiology
選定理由等：アイソトープ協会が手がけた翻訳で、唯一仕上がっていない。小児の医療

被ばくに係わる重要なテーマで社会的にも関心は高いと予想される。下訳はアイソトー

プ協会からの提供が見込まれ、下訳仕上げの段階から続けていける。ただし、医療テー

マでもあり、着手は、厚生労働省と規制庁での内部調整の結果を待つこととした。

翻訳者候補：盛武 敬氏（産業医大）

2-3 翻訳作業に関わる検討（資料 1-1-3、1-2-3、1-2-4）
事務局が資料 1-2-4 により下訳を担当する翻訳会社を紹介し、承認された。

翻訳作業に関わる事項について、以下を検討し、委員会の方針を確認した。

1) 翻訳範囲の見直し――特に、Executive Summary〈総括〉の扱い

・1 冊翻訳する場合、本文から抽出して作成されている ES は該当訳文を同一とすべく

翻訳品質管理で時間がかかる。だが、翻訳編集上の省力化のため、ES 部分を割愛して

訳す、という扱いはしない。

・Executive Summary は、時間のない多忙な関係者にせめてこれだけは読んでほしい

という思いから ICRP が生み出したものであり、その精神に敬意を払うべきである。

・大部の ICRP 刊行物に対して、全部は無理だが Executive Summary だけを翻訳する

という扱いについては、今後、翻訳の可能性を広げるものとして考えても良い。

2) 翻訳作業用原稿のスタイル

・校閲時の原文との確認作業を考慮して、承認投票まで対訳型レイアウトで行う。

３．今年度の活動方針 

 当委員会の活動と翻訳委員会の構成について意見交換があり、事務局より、「監修者」

の当委員会における位置づけを含めて今後も意見を伺う旨、協力要請した。現時点の意見

は以下のとおり。

・世代交代も含めて、活動継承のための委員会のあり方をともに考えたい（丹羽委員長）。

・委員会を構成する組織として、放医研からも委員を選出することが望ましい。

・本事業のような研究調査の内容は、単年度展開の扱いは本質的にそぐわない（丹羽委員

長、佐々木(康) 委員ほか）。

４．その他 

・次回、第 2 回委員会は 11 月に開催予定であり、9 月頃、日程調整を始める。

・翻訳の原本を委員に提供するのか質問があり、事務局より検討中であると回答した。

以上
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平成 29 年度 第 2 回 ICRP 刊行物翻訳委員会 

議事録

日 時：2017 年 12 月 3 日（日） 10:00～12:00 
場 所：（公財）原子力安全研究協会 地下会議室

出席者：（敬称略・五十音順）

丹羽（放影研）、今村（元聖マリアンナ医大）、川口（量研機構）、佐々木（道）（電中研）、

佐々木(康)（湘南鎌倉総合病院付臨床研究セ）、鈴木（国際医療福祉大学ク）、吉澤（JAEA）、

松本（規制庁）

原安協：杉浦理事長、米原主任研究員、事務局（野村、迫田、本庄）

【 資 料 】
29 ICRP 刊行物 2-1-1 前回議事録

29 ICRP 刊行物 2-1-2 ICRP 刊行物翻訳委員会要綱

29 ICRP 刊行物 2-2-1 ICRP 原著の新刊情報と概要

29 ICRP 刊行物 2-2-2 翻訳進捗状況報告

29 ICRP 刊行物 2-2-3①②翻訳および校閲関連の検討（①訳語一覧②Pub125 翻訳版） 

29 ICRP 刊行物 2-3-1 当事業理解促進活動の実施について

※ 以下、資料番号「29 ICRP 刊行物」は略

【 議 事 】 ------------------------------------------------------------------------------------------------- 

1. 原著新刊情報と翻訳進捗状況の報告

1－1 原著新刊情報について（資料 2-2-1） 

事務局から前回委員会以降に刊行された図書（Publs.134,135，Fukushima Proceedings）

について報告がなされた。

1) ICRP Publication 134 Occupational Intakes of Radionuclides: Part 2
「（仮）作業者による放射性核種の摂取 Part 2」。Publ.130 に続く、職業被ばくの線量

限度に関する Publ.30 シリーズの歴史的改訂の Part 2。核種別のデータ集－1） 

2) ICRP Publication 135 Diagnostic Reference Levels in Medical Imaging
「（仮）医療イメージングにおける診断参考レベル」）

3) Proceedings of the International Workshop on the Fukushima Dialogue Initiative
福島第一原発事故のあと全 12 回行われた ICRP 福島ダイアログの総まとめの意味を

持つ国際ワークショップの記録。

これらを翻訳対象とするかどうかは次年度に検討する。関連して以下の発言があった。
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1) ICRP 原本の委員への配付について 前回委員会後の検討はどうなったのか。

――翻訳対象の原本については、原著を購入して委員に提供することになった。翻訳対象以

外の物については、今後購入提供するか規制庁と議論する（事務局）

――翻訳対象以外の原本の購入についても、来年度以降は検討可能である（規制庁）

・日本の放射線規制が今後も ICRP の動向に注目するならば、ICRP の全体活動を把握する

ためにも刊行物は揃えるべきではないか。翻訳の必要性を議論するためにも原本は直接関

係する（今村副委員長、丹羽委員長）

1－2 翻訳進捗状況の報告について（資料 2-2-2） 

事務局から翻訳進捗状況の報告と年間スケジュールについて説明し確認した。説明を受け

て、以下の発言と確認があった。

1) Publ.121* および 医学系 ICRP刊行物の扱いについて

＊Publ.121 Radiological Protection in Paediatric Diagnostic and Interventional
Radiology 

・医学系の ICRP 刊行物である Publ.121 については、前回委員会後に厚労省の担当官と議

論し、本事業を用いて翻訳を進めることとなった。また他の医学関係の刊行物についても、

その都度、厚労省と議論する（規制庁）

・規制庁の承認が得られたので、Publ.121 はこれから翻訳依頼を行う（事務局）

・厚労省は本事業のような翻訳事業は持っていないため、国としてあらかじめ翻訳の責任体

制を築いて欲しい。ICRP の翻訳は規制庁がイニシアティブを持って行ってはどうか（鈴

木委員）。

・医療被ばくを含めて放射線防護全体を考えた翻訳事業を行うことを国として検討して欲し

い（丹羽委員長）。

・放射線審議会では放射線防護関連の基準の斉一化を図ることが挙げられていることからも、

規制庁が主体となるべきである。

・Publ.135 の「診断参考レベル（DRL）」については、日本は 2 年ほど前から実行している。

医療被ばくの低減や医療放射線規制にも関係することから、ぜひ次の翻訳対象として欲し

い（佐々木康人委員）。

・参考情報であるが、ICRP の現在の Chair（Dr. Claire Cousins）の専門は IVR であり、IVR

では関係者自身（医療従事者と患者）がとても高い線量を受けているのが現実である。医

療分野で生じる被ばくは原子力分野で日常生じる被ばくよりもはるかに高い。やはり、原

子力と医療の両方を考慮して翻訳を行うことが望ましい（丹羽委員長）

2) 監修者について

・仕様書の指定に従い、現役の ICRP／ICRU メンバー、および前 ICRP C3 メンバーであ

る米倉先生に監修者就任の依頼をした。前 C2 メンバーの遠藤先生は、打診をしたが辞退

された（事務局）。

・C4 メンバーである伴先生と本間先生については、本事業の発注側である規制庁所属でも
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あるため、監修者として事業に参加出来るかは規制庁内で議論をしている。12 月中には結

論が分かると思う（規制庁）。

・C4 の刊行物についての監修は、元 C4 メンバーである甲斐先生を候補にしてはどうか（杉

浦理事長）。甲斐先生に声をかけることは良いと思う（丹羽先生）

・今年度がちょうどその例にあたるが、ICRP での任期ごとにメンバー交代が生じることが

ある。その場合、過去の ICRP 刊行物については作成当時のメンバーが監修するほうがふ

さわしいのではないか？

・分野別の監修者の候補リストを事務局で作って欲しい、議論に有用である（鈴木委員）。

3) 翻訳進行と年度区切りについて

・年間スケジュールで Publ.125 は校閲版のあとの表示がない。この段階のまま、今年度末

まで放置するのか。

――単年度事業の性質を考えて、年度末に半端な段階にあるのは望ましくないと考えた。

しかし、次年度について、事務局担当組織は入札で変動の可能性があるにしても、翻

訳の中核を担う「翻訳委員会」体制（委員構成など）については継続が約束されるの

であれば、支払いを当該作業終了の年度に行うなどの運用で、年度を超えて次の段階

の翻訳作業に進むことが可能であろう。（事務局）

――委員の構成まで仕様書で固定出来るかは不明であるが、費用の振り分けについてなど

今後検討する（規制庁）。

4) Publ.130 * の翻訳の進め方について

*Publ.130 Occupational Intakes of Radionuclides: Part 1

コーディネート担当の吉澤委員より説明があった。

・JAEA の放射線防護関連部署から数名ずつメンバーを集めて実施する予定である。本務と

の関係で、1 月頃から翻訳の開始を考えている。年度末までの進行計画は下訳を見てから

判断したい（吉澤委員）

・年度末で翻訳の区切りがあった方が良いのか。

――仕様書からみて、章毎でなくても翻訳は進められると考えている（事務局）

・量が多いことから、委員校閲も流れ作業で行ってもよいのではないか（事務局）。

・委員校閲についても下訳を見てから判断したい（吉澤委員）

2. 校閲者の選定と翻訳関連の検討

2－1  Publ.125 *の訳語関連の検討について（資料 2-2-3①②） 

* Publ.125 Radiological Protection in Security Screening

米原主任研究員から Publ.125 の翻訳について説明があった。以下の訳語について意見交

換を行った。

・consensus standards …… 四字熟語にこだわる必要はなく、一般の方が理解しやすい表

現であることが望ましい。「合意の基準」で良いのではないか（丹羽委員長）

・context ……前後の文脈から訳語を使い分けることが望ましい、「状況」でも「関連情況」
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でも文脈次第で良いと考える（丹羽委員長）

翻訳稿（p.5）に出る文章の context の場合、「セキュリティ検査のより広い内容」という

表現が適切と考える。必ずしも 1 つの訳語に機械的統一を行うことが適切ではない。 

・「テクニカルタームとして厳密に統一を行う用語は絞って、あとは読者に原文の意味をよ

りわかりやすく伝えられる表現を検討する」という方針として、今後の翻訳原稿のまとめ

に反映したい（事務局）

・conveyance ……「輸送機関」では組織の意味合いが強くなる。組織ではなく乗り物であ

るハードの意味を強調するには、「輸送手段」の方が良いのではないか。「輸送に使う乗り

物」が一般の方でも理解が容易である。貨物車はどうなるのか。conveyance は輸送して

いる飛行機や船など全体を意味し、cargo はその上に乗っている物である。 

・criteria ……状況によって言葉が変わる、日英併記のスタイルでは委員が英語を把握出来

るためその都度、意味を検討することで良いのではないか（丹羽委員長）

・operate …… 文脈依存で表現を検討する。 

・scanning ……「スキャニング」で良い、「走査」はあまり使われていない。 

・security（screening）…… 想定する読者によって訳語が変わってくる。交通関係者だと

「保安検査」が一般である。「保安検査」は炉規法では、安全全般の検査を意味している

ように、規制庁では「保安」を「セキュリティ」の訳語としていないので、混乱を起こす

可能性がある。

関連の発言として

・訳語の選定などにも関わってくるが、セキュリティスクリーニングについては、国内で担

当する省庁が明確でないが、どこがやっているのか。

――国土交通省が港の公安等をやっているのではないか。

2－2 Publ.132 * の校閲者の選定について 

* Publ.132  Radiological_Protection_from_Cosmic_Radiation_in_Aviation
・Publ.125 と Publ.130 の翻訳状況を考慮し、鈴木委員と川口委員が担当する。

3. 当事業理解促進活動の実施について（資料 2-3-1）
事務局から実施済み分の報告がなされた。今後の予定と次年度の予備検討について以下の

意見があった。

・ポスターセッションでは、関係者の生の声に触れ、ICRP 刊行物翻訳へのニーズと期待が

たいへん大きいことを確認できた（事務局）。

・次年度の理解促進活動からは、翻訳が完成することから、翻訳内容について専門的な発表

を委員にお願いしたいと考えている（事務局）

・規制庁の事業を広く伝えるのか、ICRP の考え方を広めるのか、どちらを優先するかで発

表の方法が変わってくる。

――規制庁としては、仕様書にあるように ICRP の考え方を関係者に共有することが目的

である。翻訳完成版よりも早い時点から広めることも検討する（規制庁）

265



5 

4. その他

翻訳委員会の構成について、丹羽委員長から委員長交代の提案があった。次回の予定を含

めて以下が確認された。

・次年度については、鈴木委員が委員長となる。

・翻訳委員の欠員は、鈴木委員長の体制で検討する。

・次回第 3 回翻訳委員会は来年 3 月とし、2 月から日程調整する。

以 上 
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平成 29 年度 第 3 回 ICRP 刊行物翻訳委員会 

議事録

日 時：2018 年 3 月 15 日（木） 15:00～17:00 
場 所：（公財）原子力安全研究協会 地下会議室

出席者：（敬称略・委員は五十音順）

丹羽（放影研）、今村（元聖マリアンナ医大）、川口（量研機構）、佐々木（道）（電中研）、

佐々木(康)（湘南鎌倉総合病院付臨床研究セ）、鈴木（国際医療福祉大学ク）、吉澤（JAEA）、

松本（規制庁）

原安協：米原主任研究員、事務局（野村、迫田、本庄、河本）

【 資 料 】
29 ICRP 刊行物 3-1-1  前回議事録

29 ICRP 刊行物 3-2-1 ICRP 原著の新刊情報と概要（ICRP Publs.136,137,138） 

29 ICRP 刊行物 3-3-1  翻訳進捗状況報告

29 ICRP 刊行物 3-3-2①②翻訳および校閲関連の検討（①訳語一覧 ②Pub132 翻訳版） 

29 ICRP 刊行物 3-3-3  翻訳編集関連の検討（クレジット・奥付等）

  29 ICRP 刊行物 3-4-1  当事業理解促進活動の実施案について

--------------------------------------- 
  29 ICRP 刊行物 3 (参考) 1 平成 30 年度翻訳事業仕様書＋アンブレラ事業概要 

29 ICRP 刊行物 3 (参考) 2 平成 29 年度報告書の概要 
※ 以下、資料番号「29 ICRP 刊行物」は略

【 議 事 】 ------------------------------------------------------------------------------------------------- 

1. 原著新刊情報の報告

1 原著新刊情報について（資料 3-2-1） 

前回委員会以降に刊行された図書（Publs.136,137,138）について事務局が報告し，関連

の深い委員よりそれぞれ各号の概要紹介と背景情報の提供があった。

1) ICRP Publication 136 Dose Coefficients for Non-human Biota Environmentally
Exposed to Radiation

「（仮）放射線被ばく環境におけるヒト以外の生物相に対する換算係数」。

2) ICRP Publication 137  Occupational Intakes of Radionuclides:Part 3
「（仮）職業被ばく限度 Part 3（核種別）」

3) ICRP Publication 138 Ethical Foundations of the System of Radiological
Protection
「（仮）放射線防護体系の倫理的基盤」
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これらの新刊について委員からの情報提供は以下のとおり。

・Publ 136 は、第 5 専門委員会（C5）が取り組んでいた環境中の生物の線量に関する刊

行物になる。ICRP の C5 は、2005 年当時、世界の「環境」重視の流れを受けて誕生し、

環境の防護についてシステマティックに意欲的に取り組んできた。ただ、生態系を人間

社会とのつながりから検討する視点がいささか弱かったこともあり ICRP 主委員会とし

ては今期よりC5の活動を従来のC1～C4に統合して展開するのが効果的と判断した（丹

羽委員長）

・Publ 137 の内容は、放射線防護法令の職業被ばくの線量限度に対応している。核種別の

換算係数（Publ.30 のシリーズ）について ICRP が見直しを行っている一連のシリーズ

で、核種の摂取や代謝の評価モデルという全体に係る概念はシリーズ Part 1 の Publ.

130（現在翻訳中）で説明しており、それにもとづく核種別の評価が Part 2～4 で展開

される。内容としては非常に重要で、この係数がその後、法令の係数となってくる（吉

澤委員）

・Publ 138 は、ICRP が初めて議論するテーマで、放射線防護を考える上での倫理につい

て扱う。今回の福島第一原発事故のなかで様々な課題が見えてきた。例えば、事故の際、

作業者を防護する具体的ルールは存在したが、そこに住む人々をどのように防護するか

は緊急時の数値だけであった。住民に関してはチェルノブイリ以降も防護上の検討が進

んでおらず、線量について 1 年当たり 20～100mSv という参考レベル, 20mSv から下

げる, 年 1mSv を目指すという大まかな数値だけで他に何もないのが現状である。また，

1mSv については「追加被ばく」として考えているが、最近の福島市内では事故による

追加の線量を入れなくても広島と比べて変わらない線量となっている。このような現在

の状況では、1 時間当たり 0.23µSv という数字が，人々を防護するというより、生活そ

のものを規制するという皮肉な結果になっている。防護のあり方から考える必要がある。

そのため、この刊行物では学問的な倫理について議論した。ICRP 刊行物としては Publ.

111*と同様に特異なものになっている（丹羽委員長）

* Publ. 111 原子力事故または放射線緊急事態後の長期汚染地域に居住する人々の防護に対

する委員会勧告の適用

・これら３つの新刊について翻訳はどうするのか。

――次年度始めに、その年度の翻訳対象選定の議論を行う。今年度は publ.133 までを検討し

た。次年度はこれらを含めて Publ 134 からが検討の対象となる（事務局） 

――Publ 138 が C4 の刊行物ならば、翻訳対象としては C4 の刊行物を優先的に選ぶことにな

っており、翻訳対象となるかもしれない（規制庁）

――福島において、居住区の除染で手一杯のなか、山林除染などは手を付けていない状態に

ある。山林の環境から住宅に汚染が流れることもあり、生態系の全体を俯瞰する視点か

ら国は考えていく必要がある（丹羽委員長）
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2. 翻訳進捗状況の報告と翻訳関連の検討 

2－1 翻訳進捗状況の報告について（資料 3-3-1） 

事務局から翻訳進捗状況の報告と年間スケジュールについて説明し確認した。説明を受け

て、以下の発言と確認があった。 

1) 今後のスケジュールについて 

・Publ 130 の進捗について、下訳は全て入手しており、全体の作業としては予定通りに進ん

でいる。本文前半について、翻訳チームの各メンバーによるチェックが終わり、私と中核

になるメンバーでそれをとりまとめている状態である。後半部分についても作業に取りか

かっている。委員校閲については、本文の翻訳作業が一通り終わってからが適切かと考え

る（吉澤委員） 

・Publ 131 の進捗について、下訳は昨日納品された。また翻訳担当の鈴木啓司先生からも快

く翻訳作業着手の承諾を得られた（事務局） 

・Publ 121 は、アイソトープ協会での下訳提供につき同協会内で手続中である（事務局） 

2) 監修者について 

・委員校閲後の監修について、Publ 125 と 132 は誰になるのか（今村副委員長）。 

――どちらも第 4 専門委員会（C4）の刊行物であり，C4 メンバーが監修を行う。日本から

は現在、伴先生と本間先生であるが、いずれも本事業発注側の規制庁所属であり、監

修者就任の適否について規制庁で検討が続いていた。先日、回答があり、本間先生は

監修者として事業に参加できることになった。対象刊行物の作成経緯を確認した結果、

Publ.132 を甲斐先生（作成当時 C4, 現 MC。この号の批判的レビュワー担当）に、

Publ.125 を本間先生に、それぞれ監修をお願いしたいと考えている（事務局） 

 

2－2 編集上のクレジット事項の表示検討（資料 3-3-3） 

英語版は ICRP，日本語版は規制庁が著作権所有者となること、またその表示の仕方につ

いて、事務局が資料を用いて説明し、承認された。また、クレジット事項と表示のあり方に

ついて、以下の検討を行い、意見の一致を見た。 

1) 翻訳著作権所有者の表示――翻訳クレジットについて 

・ISBN の代わりになる資料番号は規制庁にはないため、資料番号は特に付さないでよい。 

2) 翻訳貢献者の表示――貢献者クレジットについて 

・貢献者表示の対象  すべての貢献者を対象とし、その役割を記して行う。完成までの間

にメンバーの変動が生じた場合には、関わった期間を付して必ず全員を表示すべきである

（鈴木委員、一同賛成）。 

・ロゴの表示  英語版クレジットでアイソトープ協会のロゴがあった位置に、規制庁のロ

ゴを入れてはどうか。（今村副委員長） 

――ロゴを付けた方がよい。他言語版でも通例となっている（丹羽委員長ほか、多数） 

――委員からロゴを付けることについて強い要望があったと報告する（規制庁） 
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・英語版クレジットにおける本事業名の表記 

――本事業を英訳して、規制庁に確認していただくことを考えている（事務局）。 

――国の事業の一環として国際的論文を書く際はその旨を記入するが、そのとき英語表現

を指定する官庁が多い。規制庁もそのルールがあるのではないか？（鈴木委員） 

――一度確認する（規制庁） 

・「邦訳版の序」の内容 

――資料 3-3-3 の p.6 で①は翻訳クレジットに、②は貢献者クレジットに相当する。それ

以降の文章で、規制庁版としてあるべき姿についてご意見を伺いたい（事務局） 

――全ての刊行物を翻訳するわけではないので、なぜこの刊行物を翻訳したか、その理由

を書けばよい。内容をサマリーするとバイアスがかかってしまう（鈴木委員） 

――ICRP では外部著者による招待論説がよくある。内容への理解を深めてもらうためだ

が、なぜそうするのかは刊行物ごとに異なり、一律には言えない（丹羽委員長） 

――「邦訳版の序」には、特殊な訳語の説明も入れていた（米原主任研究員） 

基本勧告のような重要な刊行物では、必ず、訳語についての説明と検討の経緯などを

この序文で読者に伝えている（事務局） 

――「邦訳版の序」は委員長が書いてはどうか（佐々木康人委員） 

――いただいたご意見をもとに、規制庁と検討を続けたい（事務局） 

 

2－3  Publ.132 *の訳語関連の検討について（資料 3-3-2①②） 

* Publ.132 Radiological Protection from Cosmic Radiation in Aviation 
事務局から保田先生からの提案訳語とコメントについて紹介があった。また鈴木委員およ

び川口委員から Publ.132 の翻訳について説明があった。以下の訳語について意見交換を行

った。 

・likelihood ……統計学の用語「尤度」として解釈されているが、文脈から一般的な意味で

の使用と読めるので変えた方がよい。｢確度｣とコメントした（鈴木委員） 

 同意見である。「可能性」のようなやわらかい表現がよいと思う（川口委員） 

・of the order ……「次元」と訳しているがカタい印象がある。「オーダー」はもう日本語に

なっている（鈴木委員） 「次元」はカタ過ぎる、程度や範囲でもよい（川口委員） 

・○○μSv h－1などの単位の表記……これまでの訳に揃えればよい（川口委員） 

原著において特に統一はなされておらず、翻訳でも原著に添って訳していた（事務局） 

ポイントは「h－1」のような数学的表現への配慮であり、日本語で多くの読者に届ける上

でわかりやすい表記に統一すべきと思う。今後決めていけばよい（鈴木委員） 

・consensus standard ……Publ.132 の「合意された規格」と、125 の「合意の規準」では

コンセプト上、逆になる。合意するための規準か、合意された規準で、「合意」のかかり

方が変わってくる。文脈を慎重に確認しておく必要がある（丹羽委員長） 

・aviation ……「飛行」だけでもよいと思う。宇宙線の強さを考えると、高度の区別に意味

があるのは「宇宙飛行」か「大気圏内飛行」かという点だけであろう（鈴木委員） 

・frequent flyer / occasional flyer / frequent flyer programme……下訳では、「フリークエ
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ントフライヤー」とカタカナにしていた（川口委員） プログラム名も旅客も、カタカナ

か漢字のどちらかに統一？ カタカナでもよい（鈴木委員）フリークエントフライヤーは

理解できるが、オケージョナルフライヤーはあまり使われていない（今村副委員長） そ

れでは、frequent flyers は高頻度旅客、フリークエントフライヤー プログラムはそのま

まカタカナでよい（鈴木委員） 

「高頻度旅客／低頻度旅客」の訳では「飛行」の意味が抜けるが問題ないか（事務局） 本

書において明らかに誤解は無いので問題ない（鈴木委員） 

flyer の中に、客だけで乗務員は含まれるのか（今村副委員長） 乗務員と flyer は別々で

ある（鈴木委員） 

・graded approach……「等級別アプローチ」は、IAEA の BSS における定訳である。今回

の用例は IAEA の考え方が ICRP に流れている、ICRP には「graded approach」につい

ての文章はこれまでなかった（米原主任研究員） ここでの「graded」とはリスクの濃淡

というくらいの意味ではないか（鈴木委員） ICRP の「graded approach」は、IAEA よ

りもやわらかい印象である（川口委員） IAEA は規制について、ICRP はよりジェネラ

ルな分野を扱っている（吉澤委員） IAEA の概念であり、概念としてはどちらも同じだ

と考える。ICRP Publ 103 の当時にはなかった（米原主任研究員） 

・potential epidemiological studies……ここでの potential は潜在的なものではなく、単純

に「将来の」という意味である（鈴木委員）。 

・disseminate、dissemination……単に「広める」という意味で「積極的」は要らない。

「information dissemination」は「情報発信」、「dissemination of relevant information」

は「適切な情報を発信する」である。（丹羽委員長） 

・light skin……これは実質、白人のことで、UV で皮膚がんが多くなり、有色人種や黒人と

比べると影響が大きくなっている。訳出がむずかしい（鈴木委員） 白色ではどうか（今

村副委員長） 肌が白いではどうか、白人とするのは問題があるかもしれない（佐々木

道 委員） 褐色と訳す dark skin の逆の表現なのだが（佐々木 康 委員） 「色白の皮膚」？ 

皮膚では違和感があるので「色白の肌」（諸氏） 

・other national authorities……「他の国内関係当局」にコメントを訂正（鈴木委員） 

・provision……「規定」では表現として強すぎる、ルールを作り直すことではない。これは

妊娠申請後の勤務規定を作り直すことより、もっと小さい話ではないか（鈴木委員） 

provision は細かいルールも大きいものも含んでいる（米原主任研究員）crew だけでなく

frequent flyers も含んでおり、勤務調整だけではカバーできない（今村副委員長）provision

には対策という意味もあり、対策がなされるということ、例えば乗務員が地上職員に派遣

されるなどの意味合いではないか（佐々木 道 委員） 妊娠期間中の対策、方策であり「対

策がなされるべき」でよい（鈴木委員） 

・rate of disease……ここでは incidence と mortality のどちらも含有する意味で使われてい

るため「疾病率」でよい（川口委員） 

・bombarded……「曝射」という訳語が気になった、照射ではどうか（川口委員） 

「地球は，深宇宙および太陽からの粒子に絶えず曝されている」ではどうか（事務局） 

「曝されている」でよい（丹羽委員長） 「照射」は意図的に当てることであり、「曝射」

271



6 

は曝されているイメージがある。全てを照射にすべきではない（吉澤委員）

Publ.132 に関連して、以下を確認した。 

・用語解説（glossary）の配列

保田先生から、翻訳版では見出し語の五十音で配列すべきとのコメントがあった。これは

近年の日本語版ではすでに対応済で、さらに原著のアルファベット順配列でも探せるよう

に訳語リストをつけている。今後も同じスタイルでよいか？（事務局）

――日本語しか読まない人には、五十音順がよい。日英両方を読む人との割合によって変

わってくる（丹羽委員長）

――この事業の目的は、多くの日本の読者に届けることなのでそれでよい（鈴木委員）

――規制庁としてはどちらでもよい（規制庁）

3. 当事業理解促進活動の実施について（資料 3-4-1）
事務局から実施済み分の報告がなされた。今後の予定と次年度の予備検討をめぐって、以

下の点について意見交換を行った。

1) 翌年度の依頼への対応について

・今年の 1 月時点で、ある学会の事務局から 6 月のシンポジウムでの講演依頼があった。単

年度事業であるため翌年度のことは 4 月以降でないと確答できない旨、説明して理解いた

だいた。このような依頼への対応方針について、委員会として考えたい（事務局）。

・次年度の受託者については、契約を結ぶまでは確約できない。したがって、委員会及び委

員として講演をお受けするかどうかについては、契約開始 4 月 1 日までは返答ができない

（規制庁）

・翻訳委員会は今後も続くが、事務局は次年度に変わるかもしれない。次年度の予算の問題

である。例えば、招待演者として発表するならば費用負担の点で問題は生じないが、委員

会の旅費で行く場合は次年度にならないと決定できない（鈴木委員）。

・可能性として、次年度の翻訳委員会において委員が全て変わってしまうこともあり得る。

旅費の負担がシンポジウム側であるならば、個人としてでも委員会としてでも、発表して

も問題ない（規制庁）

・規制庁事業として依頼を受けて、発表そのものを次年度事業への引き継ぎ事項として考え

る方式はどうか（事務局） 事業自体がなくなることもあり得る（鈴木委員）

・発表する場合も、肩書きや所属をどうするか検討が必要である。委員会名なのか、各委員

の所属なのか。委員会名や事務局の場合は、契約前だと不確定要素がある。契約が確定し

てから処理するのも方法である（吉澤委員）

・候補の学会等リストを見ても、夏前の学会は前年度に受付が終わる（今村副委員長）

申し込みが 6 月以降ならば可能になるのではないか（鈴木委員）

この学会リストで言えば、保健物理学会などは個人的に受けてもらい、委員会としての参

加は原子力学会以降が現実的ではないか（規制庁）

・年度前に委員会として講演依頼を受ける場合、その後の展開で委員会として受けられない

ことになったときには個人として発表することも考えてはどうか。研究者として ICRP に
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対する思い入れを活かしてもらえたらよい。発表を求める声がかかる自体、このような分

野では重要なことである。そこを大切にしたい（丹羽委員長）

・国際放射線防護調査（RASSC）では、次年度に遅れて発表することが認められている（米

原主任研究員）

・放射線防護には、医療と原子力の 2 つの領域が大きく関わっている。この候補リストの場

合ではどの学会も重要になる（丹羽委員長）

・今回のような講演依頼があることは、ありがたい機会ではないか（佐々木 康 委員）

・知っている範囲で特に ICRP の勧告に興味を持っているのは、保健物理学会と放射線安全

管理学会である。平成 31 年度が昨年と同様に保健物理学会と放射線管理学会との合同と

なった場合、エントリーが 4 月前のみとなる可能性がある。また、アイソトープ協会主催

のアイソトープ・放射線研究発表会なども 2 月末エントリーとなる。放射線防護の関係す

る学会は年度前半に多い。そのためにもエントリーの仕方などはルールがあった方がよい

（吉澤委員）

2) 理解促進活動の展開スタイルについて

・アイソトープ協会は核医学会などでブースを利用して事業関連の展示を行い、チラシなど

の配布も行っている。そのような読者とふれあう参加も検討したい（佐々木 康 委員）

・ブースを利用して展示を行う方法と、プログラムの中でポスターや講演で発表する方法の

2 つがある（鈴木委員）

・今年の翻訳対象を紹介するというポスター発表なら毎年できるのではないか（事務局）

年度前半ではポスター発表は厳しい、後半なら大丈夫である。年度前半はブースを利用す

る活動とすれば、発表者については検討する必要がなくなる（鈴木委員）

事務局の方で来年度の方向性をまとめてから検討したい（規制庁）

・2018 年 4 月開催の日本医学放射線学会総会において、ICRP 委員長のクレアカズンズ氏に

本事業の発表資料を提供して紹介を依頼することは可能である（佐々木 康 委員）

資料を提供し依頼する方向で、準備したい（事務局）

・福島において規制庁が関係している機会を積極的に利用してはどうか、福島対応は本事業

の内容紹介の場として極めて大切である（丹羽委員長）

規制庁の他事業との連携も検討したい（規制庁）

4. その他

事務局より報告書の概要と次年度翻訳事業に係る仕様書の紹介があった。

以 上 
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ICRP 刊行物をめぐる新展開―規制庁の調査・翻訳事業、始動― 

A New Translation Project on ICRP Publications has launched by Nuclear Regulation Authority of Japan

2017 年度 ICRP 刊行物翻訳委員会事務局 （野村智之） 

Secretary, ICRP Publications Japanese Translation Committee （Tomoyuki NOMURA） 

原子力安全研究協会 

Nuclear Safety Research Association (NSRA) 

1. 経 緯

平成 29 年度より原子力規制庁の委託業務として「国内規制に係る国際放射線防護委員会（ICRP）

刊行物の調査」事業が始動した。ICRP が発信する放射線防護の理念と基準は，各国で規制基準を策

定する基礎となっている。本事業では，その ICRP の知見が関係者に広く共有され確かな規制に資す

ることを目的に，ICRP 刊行物の調査と翻訳を行う。 

ICRP 刊行物の邦訳は，ほぼ 60 年にわたり，（公社）日本アイソトープ協会により自主的学術活動

として行なわれてきたが*1，本事業開始によって，規制庁とその事業受託組織へと引き継がれること

となった。当事業の 2017 年度事務局は，（公財）原子力安全研究協会に置かれている。 

2. ICRP 刊行物調査と翻訳の概要

事業実施のため，「ICRP 刊行物翻訳委員会」が設置された（表 1）。翻訳委員会は，翻訳対象と翻訳

者の選定につき規制庁に提言を行い、翻訳の最終案を決定する。翻訳に当たっては、「翻訳〈専門家〉

－校閲〈翻訳委員〉－監修〈ICRP・ICRU メンバーもしくは同等の専門家〉」というプロセスを経て、

翻訳品質を確保する。

調査・翻訳の対象は「ICRP 2007 年勧告（Pub.103）以降で既訳がないもの」であり，「放射線防護

に係る国内の安全規制に関係が深く重要性又は緊急性が高いこと」を選定方針とする。平成 29 年度

は、安全規制と関係が深いテーマを優先に 4 点が翻訳対象に決定し、現在翻訳進行中である（表 2）。

完成した翻訳は，ICRP ホームページに PDF にて公開される（紙の図書は作成されない）。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

*1 ICRP Publ.1 の邦訳である「国際放射線防護委員会勧告（1958 年 9 月採択）」は、昭和 35（1960）年 1 月 25 日刊行。

初期は仁科記念財団との共訳であった。引き継ぎまでに 89 点を翻訳、うち 81 点を ICRP ホームページに公開中。

表 1 ICRP刊行物翻訳委員会（2017 年度） 

委 員 長 丹羽 太貫（放射線影響研究所）

副委員長 今村 惠子（元聖マリアンナ医科大）

委 員 川口 勇生（量子科学技術研究開発機構）

委 員 佐々木道也（電力中央研究所）

委 員 佐々木康人（湘南鎌倉総合病院付属臨床

研究センター）

委 員 鈴木  元（国際医療福祉大学クリニック） 

委 員 吉澤 道夫（日本原子力研究開発機構）

表 2 2017年度の翻訳対象 (着手順) 

Publ.125 Radiological Protection in Security 
Screening 

Publ.132 Radiological Protection from Cosmic 
Radiation in Aviation 

Publ.130 Part 1 Occupational Intakes of 
Radionuclides: Part 1 

Publ.131 Stem Cell Biology with Respect to 
Carcinogenesis Aspects of Radiological 
Protection（付属書を除く）

Publ.121 Radiological Protection in Paediatric 
Diagnostic and Interventional 
Radiology 
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Extra Announcement

A New Translation Project on ICRP Publications has been launched 
by the Nuclear Regulation Authority of Japan 

The ICRP Publications Japanese Translation Committee (Tomoyuki NOMURA) 
Secretary, the ICRP Publications Japanese Translation Committee, Nuclear Safety Research Association (NSRA) 

Abstract–Since the fiscal year 2017, Nuclear Regulation Authority of Japan (NRA) has launched an 

outsourced project “Survey and translation of ICRP Publications for domestic radiation safety regulations 

in Japan.” The project is conducted for the purpose of ICRP’s knowledge being widely shared among those 

concerned and being helpful for the reliable Japanese domestic regulations. 

The translation of the ICRP publications into Japanese, which has been conducted by the Japan 

Radioisotope Association (JRIA) as one of its voluntary academic activities for nearly 60 years∗, will now 

be succeeded as this project. For FY 2017, the project is outsourced to the Nuclear Safety Research 

Association (NSRA) in which a secretariat for the project is set up. 

  For above project, the ICRP Publications Japanese Translation Committee has been established (Table 

1). The committee offers suggestions to the NRA of Japan for the selection of the publications to be 

translated and approves the final texts of translation. To ensure quality in translation, the following 

“Quality Assurance Procedure” is adopted; 1) “translation” with an expert, 2) “revision” with the 

translation committee members, and 3) “supervision” with a committee member from the ICRP or ICRU 

or an expert of their equivalent.  The project covers ICRP publications from Publ. 103 and after 

(Publications without Japanese translation). The priority for selection to translate is given to those 

publications that deal with important and urgent issues deeply connected to the Japanese domestic 

radiation safety regulations. For FY 2017 five publications have been selected, which are now in the 

process of translation (Table 2). The translated documents will be published open to public on a webpage 

of the ICRP as PDF files (no hardcopies will be published). 

Table 1: ICRP Publications Japanese Translation Committee (FY 2017) 

Ohtsura Niwa（chair），Keiko Imamura（vice chair） 

Isao Kawaguchi, Michiya Sasaki, Yasuhito Sasaki, Gen Suzuki, Michio Yoshizawa 

∗ The Japanese translation of ICRP Publication 1 (Recommendations of the International Commission on Radiological 
Protection adopted in September 1958) was published on January 25, 1960. In the early days of JRIA’s translation 
activities, the ICRP publications were co-translated with the Nishina Memorial Foundation†. By the time of the launch 
of the NRA’s new translation project, JRIA has translated 89 ICRP publications of which 81 have been published open 
to public on webpages of the ICRP. 

† http://www.nishina-mf.or.jp/index_j.html 

Table 2: ICRP Publications Selected for Translation (FY 2017) 

Publ.125 Radiological Protection in Security Screening 
Publ.132 Radiological Protection from Cosmic Radiation in Aviation 
Publ.130 Occupational Intakes of Radionuclides: Part 1 
Publ.131 Stem Cell Biology with Respect to Carcinogenesis Aspects of 

Radiological Protection (excluding Annexes) 
Publ.121 Radiological Protection in Paediatric Diagnostic and Interventional 

Radiology 
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From FY 2017,  Nuclear Regulation Authority Japan (NRA) 
outsourced a project of 

  “Survey and translation of ICRP Publications for domestic 
     radiation safety  regulations in Japan” 

3 

ICRP 2017 
Translation Committee of ICRP publications 2017 

*  Ohtsura NIWA 
**  Keiko IMAMURA 
 Isao KAWAGUCHI 
 Michiya SASAKI 
 Yasuhito SASAKI  
 Gen SUZUKI 

  Michio YOSHIZAWA 

 Chair ** Vice-Chair 
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2017  
Ongoing translations for FY 2017 
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Ongoing translations for FY 2017 
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2017 -3 
Ongoing translations for FY 2017 
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• ICRP web  PDF  !
• Pub 125  132   

Upcoming Japanese Translations  
 will be published on  ICRP Website as before!  
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Tel 03-5470-1983  E-mail  tnomura@nsra.or.jp 
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